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◆京丹後市の予算　－行財政改革に向け第一歩－
◆近畿農政局タウンミーティング　in　京丹後市
　　　　～丹後の魅力ある農業づくりに向けて～
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京丹後市の予算 京丹後市の予算 

一
般
会
計 

予
算
総
額 

 

一
般
会
計 

　
対
前
年
度
一
八
・
六
％
減 

行財政改革に向け第一歩 市民のみなさんと協働し 
　　開かれた透明性の高い市政を推進 

一般会計予算額一般会計予算額 289289億8,0008,000万円万円 一般会計予算額 289億8,000万円 

289億8,000万円 

227億2,380万円 

  59億3,200万円 

    4億4,300万円 

71億8,000万円 

39億6,500万円 

6億9,500万円 

11億2,000万円 

3億6,600万円 

28億2,800万円 

5,640万円 

200万円 

3,420万円 

　　 　9,250万円 

　　　710万円 

　　　260万円 

77億4,927万円 

9億5,369万円 

67億9,558万円 

一般会計 

特別会計合計 

　　国民健康保険事業 

　　国民健康保険直営診療所事業 

　　老人保健事業 

　　介護保険事業 

　　介護サービス事業 

　　簡易水道事業 

　　集落排水事業 

　　公共下水道事業 

　　浄化槽整備事業 

　　土地取得事業 

　　工業用地造成事業 

　　宅地造成事業 

　　峰山財産区 

　　五箇財産区 

公営企業会計 

　　水道事業 

　　病院事業 

総　合　計 594億5,307万円 

歳
　
入 

開
か
れ
た 

　
透
明
性
の
高
い 

　
　
行
財
政
運
営
の
推
進 

　
合
併
初
年
度
と
し
て
旧
六
町
予
算

を
受
け
継
い
だ
平
成
十
六
年
度
予
算

と
は
異
な
り
、
合
併
後
、
初
め
て
年

間
を
通
し
た
本
格
的
予
算
と
な
る
平

成
十
七
年
度
。 

　
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
途
中
段
階

で
地
域
要
望
の
第
一
次
査
定
状
況
を

公
開
し
、
再
度
確
認
い
た
だ
い
て
予

算
を
措
置
す
る
な
ど
、
市
民
の
み
な

さ
ん
と
協
働
し
て
、
開
か
れ
た
透
明

性
の
高
い
市
政
を
推
進
し
、
市
政
に

対
す
る
理
解
度
を
深
め
て
い
た
だ
く

取
り
組
み
を
進
め
る
中
で
、
予
算
を

編
成
し
て
い
ま
す
。 

会
計
の
区
分 

第
一
次
査
定
状
況
を
公
開 

　
市
の
会
計
は
、
大
き
く
「
一
般

会
計
」
と
「
特
別
会
計
」
、
「
公
営

企
業
会
計
」
の
三
つ
に
わ
か
れ
て

い
ま
す
。 

　
「
一
般
会
計
」
は
、
道
路
、
福

祉
、
教
育
な
ど
の
基
本
的
な
行
政

事
業
を
行
う
会
計
の
こ
と
で
す
。 

　
ま
た
、「
特
別
会
計
」
と
は
、
国

民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど
の

よ
う
に
、
保
険
料
や
使
用
料
な
ど

の
特
定
の
収
入
を
も
っ
て
特
定
の

支
出
に
充
て
て
事
業
を
行
う
場
合

な
ど
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経

理
す
る
も
の
で
、
市
で
は
十
四
の

特
別
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
収
益
が
あ
る
水
道
事
業

と
病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
方

公
営
企
業
法
と
い
う
法
律
に
基
づ

き
、「
公
営
企
業
会
計
」
と
し
て
設

け
て
い
ま
す
。 

　
総
額
は
、
五
百
九
十
四
億
五
千

三
百
七
万
円
で
、
そ
の
う
ち
一
般

会
計
が
二
百
八
十
九
億
八
千
万
円
、

特
別
会
計
が
十
四
会
計
を
あ
わ
せ

て
二
百
二
十
七
億
二
千
三
百
八
十

万
円
、
公
営
企
業
会
計
が
二
会
計

を
あ
わ
せ
て
七
十
七
億
四
千
九
百

二
十
七
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
一
般
会
計
は
、
平
成
十
六
年
度

に
比
べ
六
十
六
億
二
千
万
円
、
前

年
度
当
初
比
一
八
・
六
％
も
の
大

幅
減
額
。
合
併
に
よ
り
平
成
十
六

年
度
予
算
に
持
ち
越
し
た
旧
町
分

（
四
十
四
億
七
千
四
百
二
十
五
万

円
）
を
差
し
引
い
て
も
、
二
十
一

億
四
千
五
百
七
十
五
万
円
、
同
比

六
・
九
％
の
減
額
を
行
う
な
ど
、

財
政
健
全
化
に
向
け
た「
超
緊
縮
型

の
予
算
」
と
し
て
い
ま
す
。 

 

　
予
算
は
、
収
入
と
し
て
の
「
歳

入
」
と
、
支
出
と
し
て
の
「
歳
出
」

の
バ
ラ
ン
ス
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
内
訳
が
左
の
グ
ラ
フ
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

   

　
一
般
会
計
の
歳
入
予
算
は
、「
自

主
財
源
」
と
「
依
存
財
源
」
に
わ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
「
自
主
財
源
」
は
、
市
が
自
ら

徴
収
で
き
る
財
源
で
、
市
税
や
使

用
料
、
分
担
金
な
ど
が
こ
れ
に
あ

た
り
、
行
政
活
動
の
自
主
性
と
安

定
性
を
確
保
し
う
る
か
ど
う
か
の

尺
度
と
な
る
も
の
で
、
十
七
年
度

は
八
十
七
億
六
千
百
六
十
七
万
円
、

全
体
の
三
〇
・
二
％
を
占
め
て
い

ま
す
。 

　
ま
た
、
依
存
財
源
は
、
国
や
府

か
ら
入
る
お
金
や
借
入
金
な
ど
で
、

地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
、
市

債
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
依
存

財
源
の
総
額
は
二
百
二
億
一
千
八

百
三
十
三
万
円
、
六
九
・
八
％
を

占
め
て
い
ま
す
。 

　
依
存
財
源
の
う
ち
で
、
一
定
水

準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
保
つ
た
め

に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付

税
は
百
十
八
億
円
で
、
歳
入
全
体

の
四
〇
・
七
％
を
占
め
て
お
り
、

国
の
政
策
動
向
に
よ
り
京
丹
後
市

の
財
政
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

　
国
・
地
方
と
も
財
政
状
況
は
極

め
て
厳
し
く
、
国
に
お
い
て
は
「
三

位
一
体
の
改
革
」
に
よ
り
、
大
規

模
な
行
財
政
改
革
が
推
進
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
京
丹
後
市
に
お
い
て
も
そ
の
影

響
は
大
き
な
も
の
で
あ
る
と
と
も

に
、
長
引
く
不
況
に
よ
り
市
税
に

つ
い
て
も
伸
び
悩
み
、
非
常
に
厳
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し
い
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
本
年
度
に
つ
い
て
は
、
収
入
の

柱
と
な
る
地
方
交
付
税
を
最
大
限

に
見
込
む
と
と
も
に
、
山
積
す
る

行
政
課
題
、
多
様
化
す
る
市
民
の

み
な
さ
ん
の
要
望
に
対
応
す
る
た

め
、
後
年
度
の
財
政
運
営
を
考
慮

し
な
が
ら
も
基
金
繰
入
金
や
市
債

な
ど
を
最
大
限
に
見
積
も
り
、
財

源
を
確
保
し
て
い
ま
す
。 

  

　
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
昨
年
秋
に
襲
来
し
た
台
風

二
十
三
号
に
よ
る
甚
大
な
災
害
に

対
す
る
早
期
復
旧
を
第
一
に
考
え
、

災
害
復
旧
費
と
し
て
二
億
三
千
二

百
八
十
二
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。 

　
ま
た
、
魅
力
や
活
力
に
満
ち
た

夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

観
光
や
商
工
業
、
農
業
振
興
を
図

る
新
規
の
ソ
フ
ト
事
業
を
組
み
入

れ
る
と
と
も
に
、
各
市
民
局
が
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
事
業
の
展
開

が
図
れ
る
予
算
を
確
保
。
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
基
盤

整
備
や
、
災
害
に
強
い
、
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に

促
進
す
る
予
算
と
し
て
い
ま
す
。 

　
上
記
の
グ
ラ
フ
が
示
す
と
お
り
、

歳
出
の
う
ち
最
も
多
い
も
の
が
市

長
・
議
会
議
員
・
職
員
な
ど
の
人

件
費
で
、
七
十
二
億
二
千
三
百
六

十
七
万
円
、
全
体
の
二
四
・
九
％

を
占
め
て
い
ま
す
が
、
退
職
に
伴

う
新
規
採
用
の
抑
制
な
ど
で
前
年

度
と
比
べ
三
億
五
千
四
百
九
十
五

万
円
、
前
年
度
当
初
比
四
・
七
％

の
減
少
。
今
後
も
職
員
定
数
の
適

正
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
普
通
建
設
事
業
費
に
つ

い
て
も
宇
川
小
学
校
大
規
模
改
修

な
ど
の
大
型
事
業
の
終
了
な
ど
に

よ
り
同
比
四
四
・
一
％
減
の
大
幅

圧
縮
を
行
う
な
ど
、
財
政
の
健
全

化
に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 

  

　
平
成
十
七
年
度
は
、
財
政
状
況

の
た
い
へ
ん
厳
し
い
中
、
限
ら
れ

た
財
源
を
効
果
的
に
配
分
し
、
新

市
建
設
計
画
の
将
来
像
「
ひ
と
、

み
ず
、
み
ど
り
、
歴
史
と
文
化
が

織
り
な
す
交
流
の
ま
ち
」
の
実
現

を
念
頭
に
お
い
た
、
魅
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
予
算

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度

は
「
行
財
政
改
革
元
年
」
と
位
置

づ
け
、
経
常
経
費
の
削
減
に
最
大

限
努
め
て
い
く
な
ど
、
行
財
政
の

ス
リ
ム
化
、
簡
素
効
率
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。 

  

※
平
成
十
七
年
度
予
算
に
つ
い
て

　
は
、
五
月
に
発
行
予
定
の
本
紙

　
「
予
算
特
集
号
」
で
詳
し
く
お

　
知
ら
せ
し
ま
す
。 

◆地方税 
　市民税・固定資産税など 
◆使用料及び手数料 
　公共施設の使用料や住民票 
　の発行手数料など 
◆分担金及び負担金 
　保育所の保育料や老人福祉 
　施設措置費など 
◆繰入金 
　財源確保などのため、基金 
　を取り崩すもの 
◆国庫・府支出金 
　国・府からの負担金や補助 
　金、委託金 
◆地方債 
　建設事業などを行うための 
　長期の借入金 
◆地方交付税 
　一定水準の行政サービスを 
　保つための国からの交付金 

歳　　入 

◆人件費 
　４役（市長・助役・収入役・教育長）、市議会議 
　員、職員の給与など 
◆公債費 
　市債の元利償還金や一時借入金の利子 
◆扶助費 
　生活保護費や障害者の支援費など 
◆普通建設事業費 
　道路や学校、公共施設整備などの経費 
◆災害復旧事業費 
　災害により被害を受けた施設などを復旧する経費 
◆補助費等 
　各種団体への補助金や各地区への交付金など 
◆繰出金 
　特別会計に支出するもの 
◆物件費 
　旅費、委託料、光熱水費、備品購入費など 

歳出（性質別） 

 

歳
　
出 

「
行
財
政
改
革
元
年
」 

地方交付税地方交付税 
118118億円億円 
（40.740.7％）％） 

地方交付税 
118億円 
（40.7％） 

地方債地方債 
3131億5,1805,180万円万円 
（10.910.9％）％） 

地方債 
31億5,180万円 
（10.9％） 

公債費公債費 
5353億2,9272,927万円万円 
（18.418.4％）％） 

公債費 
53億2,927万円 
（18.4％） 

人件費人件費 
7272億2,3672,367万円万円 
（24.924.9％）％） 

人件費 
72億2,367万円 
（24.9％） 

扶助費扶助費 
2828億6,5976,597万円万円 
（9.99.9％）％） 

扶助費 
28億6,597万円 
（9.9％） 

普通建設事業費普通建設事業費 
3030億6,8246,824万円万円 
（10.610.6％）％） 

普通建設事業費 
30億6,824万円 
（10.6％） 

災害復旧事業費 
2億3,282万円 
（0.8％） 

物件費 
48億6,220万円 
（16.8％） 

国庫支出金国庫支出金 
1919億2,3982,398万円万円 
（6.66.6％）％） 

国庫支出金 
19億2,398万円 
（6.6％） 

府支出金府支出金 
1515億4,7704,770万円万円 
（5.45.4％）％） 

府支出金 
15億4,770万円 
（5.4％） 

その他その他 
1717億9,4859,485万円万円 
（6.26.2％）％） 

その他 
17億9,485万円 
（6.2％） 

その他 
9億2,871万円 
（3.2％） 

その他 
5億1,620万円 
（1.8％） 

補助費等 
18億5,899万円 
（6.4％） 

繰出金 
30億2,264万円 
（10.4％） 

分担金及び負担金分担金及び負担金 
61,90261,902万円万円 
（2.12.1％）％） 

分担金及び負担金 
6億1,902万円 
（2.1％） 

使用料及び手数料使用料及び手数料 
76,08676,086万円万円 
（2.62.6％）％） 

使用料及び手数料 
7億6,086万円 
（2.6％） 

繰入金繰入金 
135,020135,020万円万円 
（4.74.7％）％） 

繰入金 
13億5,020万円 
（4.7％） 

地方税 
51億288万円 
（17.6％） 

依 
自 
主 

源 

費 

投 
資 
的 

費 

的 

的 

務 

義 
任 

意 

経 

経 

源 

財 

財 

存 

歳　入 
289億8,000万円 

歳　出 
289億8,000万円 

69.8％ 

35.435.4％ 35.4％ 

11.411.4％ 11.4％ 
53.2％ 

30.230.2％ 30.2％ 
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丹後の魅力ある農業づくりに向けて丹後の魅力ある農業づくりに向けて 丹後の魅力ある農業づくりに向けて 

近畿農政局タウンミーティングｉｎ京丹後市近畿農政局タウンミーティングｉｎ京丹後市 近畿農政局タウンミーティングｉｎ京丹後市 
　丹後産のコシヒカリは、近年高い評価を得、日本穀物検定協会による食味ランキングでは、新潟県の

「魚沼産コシヒカリ」と並ぶ『特Ａ』（特に良好）という最高ランクに揚げられていることをはじめ、安

全・安心な消費者ニーズにあった野菜や、砂丘地や丘陵地を活かした梨、メロン、さつまいもなど、さ

まざまな農産物の生産が精力的に行われ、『味のよさ』は年々全国に広まっています。 

　そのような中、さらに消費者のニーズに沿い、市の農産物の全国展開を図るため、市と農林水産省近

畿農政局の共催により「丹後の魅力ある農業づくりに向けて」と題し、「近畿農政局タウンミーティン

グin京丹後市」を、３月13日にプラザホテル吉翠苑（峰山町杉谷）で開き、市内各地で農業リーダーと

して活躍されているみなさんと、山川雅典農林水産省近畿農政局長などがさまざまな角度から意見を交

わしました。　主なご意見をご紹介します。 

農業リーダー　砂井奈津枝　峰山町内記 

農業リーダー　中村啓次郎　峰山町鱒留 

農業リーダー　岡田　信作　大宮町久住 

農業リーダー　林　真太郎　大宮町奥大野 

農業リーダー　梅田　佳泰　網野町新庄 

農業リーダー　中江　泰之　網野町下岡 

農業リーダー　熊坂　　要　丹後町岩木 

農業リーダー　野木　　武　丹後町大山 

農業リーダー　今井　　一　弥栄町黒部 

農業リーダー　梅本　　修　弥栄町黒部 

農業リーダー　長砂加吉子　久美浜町平田 

農業リーダー　藤本　和久　久美浜町葛野 

農業リーダー　松宮やす江　久美浜町金谷 

京丹後市長　　中山　　泰 

近畿農政局長　　　　　　山川　雅典 

近畿農政局次長　　　　　　木村　　均 

近畿農政局企画調整室長　鈴木　　稔 

近畿農政局食糧部長　　　坂路　　誠 

出席者出席者  出席者  
（敬称略） 

    

●
集
落
の
中
で
若
い
担
い
手
が
自
分
ひ

と
り
な
の
で
、
条
件
が
悪
く
て
も
つ
く

っ
て
き
た
が
、
限
界
に
き
て
い
ま
す
。

　
若
い
人
が
い
な
い
の
で
、
ど
ん
ど
ん

そ
う
い
っ
た
こ
と
が
出
て
く
る
が
、
そ

れ
を
ど
う
や
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ

と
を
、
集
落
全
体
の
問
題
と
し
て
今
話

し
合
っ
て
い
ま
す
。 

●
年
々
、
農
家
の
数
が
減
り
、
農
道
や

水
路
の
管
理
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
家
と
非
農
家
と
の
共
存
・
共
栄
が
で

き
る
支
援
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。 

    

  

●
消
費
者
の
か
た
は
「
安
く
て
安
全
で

お
い
し
い
も
の
を
」
と
い
う
非
常
に
難

し
い
課
題
を
だ
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

生
産
者
の
姿
を
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
理
解
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。 

●
農
薬
も
半
分
以
下
に
抑
え
て
い
る
が

「
ま
だ
そ
ん
な
に
使
っ
て
い
る
の
か
」

と
言
わ
れ
ま
す
。
い
か
に
安
全
か
と
い

う
こ
と
を
行
政
の
方
で
消
費
者
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

●
「
食
の
安
全
」
＝
「
命
」
の
基
が
農
産

物
で
あ
り
、
夢
や
希
望
が
も
て
る
農
業

に
す
る
こ
と
が
大
切
。
つ
く
る
ほ
う
も

一
生
懸
命
で
、
愛
情
の
こ
も
っ
た
も

の
を
供
給
し
た
い
と
い
う
思
い
で
や

っ
て
い
ま
す
が
、
「
賢
い
消
費
者
」

を
育
て
て
い
た
だ
く
こ
と
を
、
行
政

で
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

●
最
近
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
言

葉
を
使
わ
な
く
な
り
ま
し
た
。
消
費
者

の
か
た
の
理
解
を
得
る
に
は
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
教
育
の
中

に
「
食
の
安
全
・
安
心
」
や
「
農
業
体

験
」
を
取
り
入
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。 

  

●
や
は
り
楽
し
く
す
る
こ
と
が
大
事
で

あ
り
、
そ
れ
に
は
若
い
力
が
一
番
大
切

で
す
。
若
い
か
た
が
ど
ん
ど
ん
農
業
を

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

自
信
を
持
っ
て
が
ん
ば
っ
て
、
楽
し
い

農
業
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

●
地
元
で
つ
く
っ
た
野
菜
を
加
工
し
て

消
費
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。 

担
い
手
に
つ
い
て 

魅
力
あ
る
農
業
づ
く
り 

食
育
に
つ
い
て 

魅力ある農業づくりに活発な意見が交わされました 

農
業
リ
ー
ダ
ー
か
ら
の
ご
意
見 
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グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム 

　
　
　
　
　
　
　
　
の
推
進 

環
境
に
や
さ
し
い 

　
　
　
　
　
　
農
業
の
推
進 

情
報
発
信
の
大
切
さ 

国
民
運
動
と
し
て 

　
　
　
　
　
　
食
育
の
展
開 

魅
力
あ
る 

　
　
農
業
づ
く
り
に
向
け
て 

農林水産省近畿農政局 

 　　　山川雅典局長 

農
政
局
長
の
意
見 

　
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
、
ご
提
案
、

苦
労
さ
れ
て
い
る
お
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
、
本
当
に
来
た
甲
斐

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

    

「
担
い
手
の
問
題
」
、
こ
れ
が
一

番
深
刻
な
問
題
と
し
て
、
み
な
さ

ん
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

個
人
の
規
模
拡
大
や
集
落
の
営
農

を
ど
う
や
っ
て
守
っ
て
い
く
か
、

そ
の
よ
う
な
中
で
、
土
地
や
水
な

ど
の
集
落
の
地
域
資
源
を
ど
の
よ

う
に
保
全
し
て
い
く
か
、
こ
れ
は

も
は
や
集
落
の
中
の
農
業
関
係
者

だ
け
で
は
、
限
界
で
あ
る
こ
と
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
国
と
し
て

も
、
地
域
住
民
や
非
農
家
を
巻
き

込
ん
で
、
さ
ら
に
は
都
市
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
や
都
市
の
住
民
と
も
連
携

し
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
守
っ
て

い
く
か
、
国
民
共
通
の
財
産
で
あ

る
と
い
う
認
識
で
行
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
意
味
で
も
、
我
々
と

し
て
も
「
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
と
し
て
「
都
市
と
農
村
の
共

生
・
対
流
」
と
い
う
こ
と
で
一
生

懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

近
畿
農
政
局
で
は
、
近
畿
の
農

業
を
応
援
し
、「
創
造
・
行
動
す
る

農
政
局
」
を
目
指
し
、「
近
農
隊
（
き

ん
の
う
た
い
）
」
と
題
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

　
そ
の
中
で
も
、「
近
畿
新
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
し
て
、
農

業
者
だ
け
で
な
く
、
行
政
や
旅
行

関
係
者
な
ど
も
含
め
た
、
支
援
の

た
め
の
協
議
会
「
近
畿
ふ
る
さ
と

ネ
ッ
ト
」
を
つ
く
り
、
地
域
の
魅

力
を
訴
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

   

　
有
機
、
土
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

環
境
問
題
と
と
も
に
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
農
業
に

お
い
て
は
、
「
自
然
資
源
の
循
環
・

リ
サ
イ
ク
ル
」
を
行
う
こ
と
が
環

境
に
や
さ
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。 

　
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
に
つ
い
て

も
全
国
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
二
十
一
世

紀
の
社
会
を
考
え
た
場
合
、
こ
の

環
境
問
題
は
避
け
て
通
れ
な
い
課

題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
支
援
し

て
い
く
手
段
は
あ
り
ま
す
の
で
、

市
・
府
を
通
じ
て
ご
相
談
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

  

　
京
丹
後
市
の
か
た
は
、「
ブ
ラ
ン

ド
化
」
、
「
商
品
の
差
別
化
」
を
積

極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
点
が
、

高
く
評
価
で
き
ま
す
。 

 

生
産
者
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生

産
し
、
消
費
者
に
ど
の
よ
う
に
喜

ん
で
も
ら
っ
て
い
る
の
か
、
こ
れ

ま
で
は
見
え
な
い
世
界
で
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
ど
う
し
て

も
生
産
過
剰
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

我
々
と
し
て
も
、
も
っ
と
情
報
を

発
信
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。 

　
ま
た
、「
消
費
者
が
喜
ん
で
く
れ

る
姿
を
見
る
こ
と
は
励
み
に
な
る
」

と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、

ま
さ
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
う
意
味
か
ら
も
、
も

っ
と
農
業
か
ら
の
情
報
発
信
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

   

　
特
に
、「
消
費
者
の
か
た
が
、
賢

く
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う

お
話
し
、
ま
さ
に
私
も
「
我
が
意

を
得
た
り
」
と
言
う
気
持
ち
で
す
。

我
々
は
、
賢
い
消
費
者
を
こ
れ
か

ら
育
て
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
積
極
的
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ど
を
開
き
意
見
を
交
換
す
れ
ば
、

理
解
が
深
ま
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ま
さ
に

行
政
の
仕
事
で
あ
り
、
食
の
安
全

と
信
頼
の
確
保
、
ま
た
国
民
運
動

と
し
て
食
育
を
展
開
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
さ
ら
に
は
、
地
産
地
消
の
推
進

に
つ
い
て
は
、「
食
育
基
本
法
」
が

今
国
会
に
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農

水
省
の
三
省
が
連
携
し
て
、
国
民

運
動
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
近
畿
農
政

局
も
食
育
に
か
け
て
は
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

す
ぐ
に
効
果
が
期
待
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
大
切
な
こ
と

な
の
で
、
長
い
目
で
見
て
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

   

　
「
丹
後
の
魅
力
」
と
い
う
こ
と

で
、
や
は
り
『
丹
後
米
』
の
お
話

し
や
、
さ
ら
に
は
「
野
菜
は
大
変

お
い
し
い
」
と
い
う
力
強
い
発
言

を
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
は
「
丹

後
の
魅
力
」
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
々
の
力
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

国
と
府
と
市
、
そ
し
て
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
農
業
関
係
者
・
団
体
と

の
連
携
、
役
割
分
担
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

い
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す

の
で
、
総
括
し
て「
京
丹
後
市
」
と

し
て
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
よ
う
な
方

策
を
考
え
て
い
た
だ
き
、
農
政
局

と
し
て
も
協
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

　
市
長
さ
ん
か
ら
は
『
丹
後
王
国
』

と
い
う
ド
ラ
マ
を
お
聞
き
す
る
な

ど
、
す
ば
ら
し
い
歴
史
も
あ
る
わ

け
で
す
か
ら
、
も
っ
と
も
っ
と
地

域
の
魅
力
を
消
費
地
に
発
信
し
て

い
け
た
ら
、
す
ば
ら
し
い
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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京
丹
後
市
成
人
式 

期待を胸に　新たな門出 期待を胸に　新たな門出 
華
や
か
に 

京
丹
後
市
成
人
式 
華
や
か
に 

糸井敏幸さん 

（網野町網野） 

　
今
年
の
一
月
末
に
二
十
歳
を
迎
え
、

我
が
人
生
の
節
目
で
あ
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
心
の
中
で
は
あ
ふ
れ
る

ほ
ど
の
強
き
思
い
が
あ
り
ま
す
。 

　
そ
れ
は
、
心
の
中
に
あ
る
「
甘
え
」

を
捨
て
去
り
、
向
上
心
を
持
っ
て
、

今
あ
る
現
実
を
見
据
え
、
そ
れ
に
向

か
っ
て
立
ち
向
か
っ
て
い
く
こ
と
、

つ
ら
い
こ
と
に
も
く
じ
け
ず
、
耐
え

て
い
く
こ
と
、
人
の
助
言
を
素
直
に

聞
き
入
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
自
分
を

変
え
て
い
く
こ
と
で
す
。 

　
職
業
を
み
つ
け
る
こ
と
も
、
幾
ば

く
か
親
に
頼
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

教
育
委
員
会
の
か
た
か
ら
「
当
日
の

発
表
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
い
う
知
ら
せ
の
電
話
が
あ
っ
た
日
に
、

ア
ル
バ
イ
ト
で
す
が
や
っ
と
職
に
就

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
、

今
ま
で
の
自
分
の
「
甘
え
」
が
浮
き

彫
り
に
な
り
、
ふ
が
い
な
さ
が
露
呈

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
か
ら
「
こ
ん

な
奴
で
も
、
進
歩
し
て
る
ん
だ
な
。

人
に
頼
っ
て
い
い
こ
と
も
あ
る
け
ど
、

そ
れ
以
外
は
自
分
の
力
で
し
よ
う
。

あ
り
が
た
い
。
先
が
見
え
て
き
た
。

前
を
向
い
て
が
ん
ば
ろ
う
」
と
思
い
、

こ
こ
が
起
点
で
、
こ
れ
が
自
立
す
る

こ
と
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
ん
だ
と
信

じ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
先
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
待
ち
か
ま
え
て
い
て
、
時
に
は
道

に
迷
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
決
し
て
逃
げ
出
し
た
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

　
誰
し
も
、
現
実
は
つ
ら
い
も
の
で
す
。

今
、
課
題
は
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
受
け
止
め
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、

今
後
の
生
活
感
が
変
わ
っ
て
い
く
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
で
き
な
い
こ

と
は
な
い
。
そ
う
胸
に
刻
み
つ
つ
、

成
長
で
き
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。 

　
す
べ
て
は
未
来
の
た
め
に
…
。 

　
暖
か
さ
を
増
し
春
を
肌
で
感
じ
る
三
月

二
十
日
、
京
丹
後
市
発
足
後
初
め
て
の
「
平

成
十
七
年
京
丹
後
市
成
人
式
」
を
京
都
府

丹
後
文
化
会
館
（
峰
山
町
杉
谷
）
で
開
催

し
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
姿
や
色
と
り
ど
り

の
晴
れ
着
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
約
七
百

五
十
人
が
大
人
の
自
覚
を
新
た
に
し
ま
し

た
。 

　
合
併
前
の
六
町
で
は
こ
れ
ま
で
、
大
宮

町
・
丹
後
町
が
一
月
初
旬
に
、
弥
栄
町
・

久
美
浜
町
が
一
月
中
旬
に
、
ま
た
峰
山
町
・

網
野
町
が
三
月
下
旬
と
、
各
町
ご
と
に
成

人
式
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
は
、

積
雪
の
心
配
さ
れ
る
一
月
を
避
け
、
新
市

発
足
後
初
め
て
の
「
新
成

人
」
を
一
堂
に
会
し
て
盛

大
に
祝
福
し
ま
し
た
。 

　
今
年
の
招
待
者
は
、
九

百
三
十
九
人
（
男
性
四
百

七
十
五
人
、
女
性
四
百
六

十
四
人
）
。
会
場
で
は
、

色
鮮
や
か
な
振
り
袖
姿
の

新
成
人
が
、
久
し
ぶ
り
の

再
会
を
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で

喜
び
あ
い
な
が
ら
互
い
に
写
真
を
撮
り
あ

う
な
ど
、
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。 

　
式
典
は
、
丹
後
町
出
身
の
花
満
敏
喜
さ

ん
に
よ
る
新
た
な
門
出
を
祝
う
ス
テ
ー
ジ

で
幕
を
開
け
、
中
山
市
長
が
「
こ
の
す
ば

ら
し
い
丹
後
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
の
誇

二
十
歳
の
主
張 

二
十
歳
の
主
張

二
十
歳
の
主
張 

二
十
歳
の
主
張 

す
べ
て
は
未
来
の
た
め
に

す
べ
て
は
未
来
の
た
め
に 

す
べ
て
は
未
来
の
た
め
に 
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再会を喜びあいました 

宮島好美さん 

（峰山町長岡） 

二
十
歳
の
主
張 

二
十
歳
の
主
張

二
十
歳
の
主
張 

二
十
歳
の
主
張 

看
護
師
で
貢
献
を

看
護
師
で
貢
献
を 

　
私
は
看
護
師
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
京
都
市
内
で
看
護
学
校
に

通
い
な
が
ら
、
病
院
で
看
護
助
手
と

し
て
働
い
て
い
ま
す
。 

　
毎
日
、
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
今
は
着

替
え
を
手
伝
っ
た
り
、
体
を
拭
い
た

り
す
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
が
、

将
来
は
看
護
師
と
し
て
一
人
で
も
多

く
の
患
者
さ
ん
の
命
を
守
れ
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
。 

　
高
校
を
卒
業
し
て
、
病
院
に
就
職
し
、

看
護
学
校
に
入
り
二
年
が
経
ち
ま
し
た
。

人
と
か
か
わ
っ
て
い
く
医
療
の
現
場

で
は
、
自
分
は
何
が
で
き
る
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
、
周
り
の
人
々

と
協
働
し
て
い
く
と
い
う
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
人
の
心
や
身

体
の
痛
み
、
苦
し
み
を
わ
か
る
こ
と

の
難
し
さ
も
知
り
ま
し
た
。 

　
あ
と
三
年
間
学
業
は
残
っ
て
い
ま

す
が
、
さ
ら
に
勉
学
に
ま
い
進
し
、

病
院
で
勤
務
し
な
が
ら
社
会
で
の
経

験
も
増
や
し
、
少
し
で
も
患
者
さ
ん

の
痛
み
や
苦
し
み
を
軽
減
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。 

　
そ
し
て
、
私
を
育
て
て
く
だ
さ
っ

た
「
京
丹
後
市
」
に
看
護
師
と
し
て

貢
献
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

「
成
人
の
日
」
を
迎
え
さ
せ
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

り
や
喜
び
を
心
に
、
常
に
心
は
、
こ
の
京
丹
後
市

と
と
も
に
歩
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
、
そ
し
て
ま
た
、

何
気
な
い
日
々
の
生
活
の
中
に
も
多
く
の
喜
び
や

感
動
を
見
い
だ
し
、
そ
れ
を
積
み
重
ね
て
く
だ
さ

い
。
京
丹
後
市
は
産
声
を
あ
げ
た
ば
か
り
、
み
な

さ
ん
も
新
成
人
と
し
て
歩
み
だ
し
た
ば
か
り
。
さ

あ
君
た
ち
の
時
代
で
す
。
京
丹
後
市
は
君
た
ち
と

と
も
に
歩
み
始
め
て
い
ま
す
。
君
た
ち
の
思
い
や

希
望
を
新
し
い
時
代
に
思
い
切
り
熱
く
ぶ
つ
け
、

先
人
へ
の
感
謝
を
は
じ
め
、
多
く
の
感
謝
の
気
持

ち
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
の
上
に
君
た
ち
の
時
代
を

創
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
と
も
に
新
し
い
時
代

の
た
わ
わ
な
、
本
当
の
豊
か
さ
に
向
け
歩
み
始
め

ま
し
ょ
う
」
と
式
辞
。
来
賓
か
ら
は
お
祝
い
と
温

か
い
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、
糸
井
敏
幸
さ

ん
（
網
野
町
網
野
）
と
宮
島
好
美
さ
ん
（
峰
山
町

長
岡
）
が
、
「
二
十
歳
の
主
張
」
と
題
し
て
、
新

た
な
人
生
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
、
社
会
人

と
な
る
決
意
を
力
強
く
宣
言
。 

　
式
典
後
に
は
、
旧
町
ご
と
に
記
念
写
真
を
撮
る

な
ど
、
に
ぎ
や
か
に
思
い
出
話
し
に
花
を
咲
か
せ
、

節
目
の
日
を
存
分
に
喜
び
合
い
ま
し
た
。 

和
服
姿
の
男
性
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た 

看
護
師
で
貢
献
を 
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市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な

る
「
総
合
計
画
」
の
策
定
に
向
け
、
昨

年
十
月
「
総
合
計
画
審
議
会
」
を
設
置

し
、
三
十
人
の
民
間
の
委
員
さ
ん
で
審

議
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
今
回
は
、
同
審
議
会
の
顧
問
と
　
原

　
男
会
長
を
招
き
、
中
山
市
長
を
交
え

て
「
新
生
・
京
丹
後
市
へ
の
期
待
と
提

言
」
と
題
し
て
、
第
一
回
目
の
顧
問
会

議
を
行
い
ま
し
た
。
外
か
ら
み
た
京
丹

後
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
提
言

の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

●
京
丹
後
市
の
文
化
の
創
造
と
い
う
意
味

で
、
「
丹
後
学
」
や
「
丹
後
王
国
」
と
い

う
も
の
を
、
ど
の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
に

活
か
し
て
い
っ
た
ら
い
い
で
し
ょ
う 

門
脇
　
「
奈
良
学
」
や
「
京
都
学
」
と
い

っ
た
地
域
学
が
流
行
っ
て
い
ま
す
が
、
私

は
賛
成
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
各

地
域
が
個
別
分
散
化
し
て
し
ま
い
我
田
引

水
（
※
）
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
や
る
な

ら
ば
全
体
に
視
野
を
届
か
せ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

　
「
丹
後
王
国
」
に
つ
い
て
は
、
専
門
家

の
間
で
は
批
判
す
る
か
た
が
多
く
、
み
な

さ
ん
大
和
朝
廷
が
大
好
き
で
、
そ
こ
を
中

心
に
考
え
た
い
の
で
す
。
し
か
し
、
丹
後

に
は
、
「
丹
後
王
国
」
を
裏
付
け
る
遺
物

が
出
土
し
、「
丹
後
王
国
歴
史
文
化
館
構
想
」

は
大
賛
成
。
地
元
の
若
い
研
究
者
で
、
中

身
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。 

　
※
我
田
引
水
…
他
人
の
田
ん
ぼ
と
共
有

　
　
し
て
い
る
貴
重
な
水
源
を
自
分
の
田

　
　
ん
ぼ
に
だ
け
引
い
て
く
る
＝
自
分
だ

　
　
け
に
都
合
の
い
い
よ
う
に
行
動
す
る

　
　
こ
と 

●
京
丹
後
市
の
伸
ば
す
べ
き
部
分
、
ま
た

弱
い
部
分
は
あ
り
ま
せ
ん
か 

　
原
　
京
丹
後
市
は
、
個
々
の
素
材
を
み

る
と
落
第
点
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
幹
と

な
る
も
の
が
な
い
の
で
、
ど
こ
か
ら
か
取

っ
て
く
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
は
、
ま
ず
▽
ア
ク
セ
ス

（
交
通
の
利
便
性
）
の
問
題
、
▽

丹
後
に
い
て
も
都
会
と
同
じ
情
報
、

教
育
が
受
け
ら
れ
る
、
▽
雇
用
の

受
口
、
な
ど
が
必
要
だ
と
考
え
ま

す
。
位
置
的
に
は
、
日
本
海
経
済

を
掌
握
す
る
に
は
都
合
の
よ
い
場

所
で
す
。
丹
後
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、

京
都
市
内
の
錦
市
場
で
は
小
結
く

ら
い
で
、
久
美
浜
の
梨
は
日
本

一
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
組

織
的
に
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
商

品
作
物
を
栽
培
す
る
こ
と
）
を

整
備
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
何
と
言
っ
て
も
ア
ク
セ

ス
に
尽
き
ま
す
。
特
に
、
丹
後

へ
の
ア
ク
セ
ス
の
ネ
ッ
ク
（
障

害
と
な
っ
て
い
る
事
柄
）
は
、

京
都
縦
貫
自
動
車
道
の
沓
掛
（
く

つ
か
け
）
か
ら
大
山
崎
ル
ー
ト
で
す
。
こ

こ
が
で
き
れ
ば
、
名
神
や
京
滋
バ
イ
パ
ス
、

そ
し
て
大
阪
へ
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

舞
鶴
港
や
城
崎
な
ど
を
利
用
し
た
観
光
船

な
ど
、
海
運
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

●
京
丹
後
市
の
産
業
活
性
化
で
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
投
資
す
れ
ば
い
い
で
す
か 

広
野
　
地
方
で
は
、
融
資
の
環
境
が
悪
く
、

み
な
さ
ん
東
京
ま
で
出
向
い
て
き
ま
す
。

金
融
機
関
な
ど
の
担
保
主
義
で
は
な
く
、

若
者
の
新
規
参
入
な
ど
に
、
行
政
が
資
金

を
出
す
な
ど
、
フ
ァ
ン
ド
（
投
資
家
か
ら

集
め
た
資
金
を
投
資
す
る
）
を
つ
く
っ
て

支
援
す
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

で
す
。
今
は
、
産
業
復
興
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
企
業
を
応
援

す
る
意
味
で
、
三
十
億
円
規
模
の
フ
ァ
ン

ド
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
実
際
に
行
政

が
行
う
場
合
に
は
、
コ
ス
ト
（
物
の
値
段
）

意
識
で
は
な
く
、
収
益
を
あ
げ
る
と
い
う

意
識
が
必
要
で
す
。 

●
地
域
の
活
性
化
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
ど
う
で
す
か 

田
家
　
合
併
し
て
か
ら
初
め
て
の
「
総
合

計
画
」
の
策
定
の
意
義
を
、
明
確
に
つ
か

ま
え
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
同
じ
船
に
乗
っ
た
、
六
町
民
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
（
同
一
性
）
を
形
成

す
る
こ
と
に
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
（
優
先
順

位
）
を
お
く
べ
き
で
す
。
そ
う
す
る
と
優

先
順
位
が
決
ま
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
総
合
計
画
の
策
定
に
は
、
練

り
上
げ
る
手
順
、
手
続
き
が
最
も
必
要
で

す
。
京
丹
後
市
と
い
う
同
じ
船
に
乗
っ
た

か
た
、
つ
ま
り
「
市
民
」
と
し
て
、
自
分

た
ち
の
計
画
づ
く
り
に
主
体
的
に
参
画
し

て
も
ら
う
と
い
う
意
味
で
、
地
域
に
ど
う

下
ろ
し
て
い
く
か
と
い
っ
た
過
程
が
大
事

で
す
。
ま
た
、
構
想
で
は
、
い
か
に
合
併

の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
す
の
か
、
何
に
集
中

さ
せ
、
何
に
投
資
す
る
の
か
。
こ
う
し
た

観
点
か
ら
、
市
長
の
戦
略
的
・
政
治
的
な

想
い
を
出
し
、
目
玉
を
は
っ
き
り
し
た
ほ

島津製作所相談役 

　　　　　　原　　男さん 

経営コンサルタント21ＬＡＤＹ社長 

　　　　　　　　　　　広野　道子さん 

平成17年４月 広報きょうたんご 

9

新生・京丹後市への期待と提言 
う
が
い
い
で
す
。
職
員
の
一
体
感
を
醸
成

す
る
意
味
で
も
、
各
課
単
位
で
課
題
の
抽

出
や
対
応
に
つ
い
て
、
手
法
を
統
一
す
る

な
ど
の
プ
ロ
セ
ス
（
過
程
・
経
過
）
が
大

事
で
す
。 

中
山
市
長
　
京
丹
後
市
の
発
展
を
考
え
る

と
、
た
く
さ
ん
の
柱
が
あ
り
ま
す
。
「
総

合
計
画
」
は
、
プ
ロ
セ
ス
を
大
事
に
し
な

が
ら
優
先
順
位
を
つ
け
て
い
く
こ
と
を
検

討
し
ま
す
。 

　
京
丹
後
市
を
、
将
来
的
に
は
日
本
の
発

展
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
よ
う
な
地
域
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
丹
後
は
、

す
ご
く
恵
ま
れ
、
環
境
・
絹
織
物
・
機
械

金
属
・
健
康
・
古
代
文
化
・
観
光
・
交
流
・

米
・
京
野
菜
・
カ
ニ
な
ど
た
く
さ
ん
の
魅

力
が
あ
り
ま
す
。
（
す
べ
て
が
Ｋ
で
は
じ

ま
り
ま
す
）
こ
の
よ
う
な
魅
力
の
種
は
、

十
年
後
を
目
指
し
て
育
て
て
い
き
ま
す
。 

　
行
財
政
は
非
常
に
厳
し
い
で
す
が
、
そ

れ
を
逆
手
に
と
っ
て
、
智
恵
と
工
夫
を
結

集
し
て
、
民
間
の
力
が
活
か
せ
る
よ
う
な

産
業
振
興
、
企
業
誘
致
に
つ
な
が

る
よ
う
な
、
力
の
ベ
ク
ト
ル
（
大

き
さ
と
向
き
を
有
す
る
量
）
が
向

く
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
京
丹
後
市
の
資
源
を
活
か
し
て

い
く
に
は
、
京
都
と
の
ア
ク
セ
ス

が
大
切
で
あ
り
、
年
間
三
千
万
人
、

四
千
万
人
と
言
わ
れ
る
京
都
の
観

光
客
を
ど
う
誘
導
す
る
か
。
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
（
大
会
・
集
会
）
と
い

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
地
球
温
暖

化
防
止
会
議
な
ど
環
境
問
題
で
京
都
市
に

集
ま
る
か
た
を
京
丹
後
市
に
誘
致
す
る
た

め
、
環
境
の
取
り
組
み
や
人
の
集
ま
れ
る

五
千
人
規
模
の
設
備
や
道
路
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
（
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
・
生

産
や
生
活
の
基
盤
を
形
成
す
る
構
造
物
）

整
備
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
丹
後
に
は
薬

草
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
温
泉
と
組
み
あ
わ

せ
た
「
癒
し
（
い
や
し
）
の
空
間
」
を
整

え
、
誘
客
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

●
京
丹
後
市
に
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に

魅
力
を
持
た
せ
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か 

門
脇
　
古
代
「
丹
後
王
国
」
だ
け
に
こ
だ

わ
っ
て
も
ら
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

丹
後
は
宝
の
山
で
あ
り
、
文
化
は
観
光
な

ど
、
ど
の
分
野
に
も
か
ら
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の
ま
ち
づ
く
り
グ

ル
ー
プ
の
支
援
と
育
成
、
大
学
生
の
職
場

体
験
と
い
っ
た
カ
ル
チ
ャ
ー
（
教
養
・
文

化
）
教
室
み
た
い
な
こ
と
も
必
要
だ
と
考

え
ま
す
。 

広
野
　
「
丹
後
王
国
」
を
題
材
に
し
た
映

画
を
丹
後
で
つ
く
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま

す
。
京
都
市
内
で
も
陰
陽
師
の
映
画
で
、

小
さ
な
晴
明
（
せ
い
め
い
）
神
社
が
世
界

的
に
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
三
億
円
ほ
ど

あ
れ
ば
で
き
る
の
で
、
若
者
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
研
究
や
開
発
の
計
画
、
企
画
）
チ

ー
ム
を
組
ま
せ
て
行
政
も
支
援
す
る
。
メ

デ
ィ
ア
に
訴
え
て
、
旅
行
会
社
に
ツ
ア
ー

を
組
ま
せ
る
な
ど
、
そ
う
す
れ
ば
京
都
市

内
の
観
光
客
の
う
ち
一
千
万
人
く
ら
い
は

来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
来
ら
れ

た
か
た
が
「
丹
後
は
不
便
だ
」
と
言
え
ば
、

道
路
が
整
備
さ
れ
た
り
、
電
車
の
本
数
が

増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
仕

組
み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
丹
後
に
は
、

い
い
財
産
が
あ
り
ま
す
が
、
宝
の
持
ち
腐

れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

田
家
　
「
丹
後
」
と
い
う
と
宮
津
も
含
め

て
広
範
囲
で
す
。
し
か
し
、
伝
統
遺
産
の

観
点
か
ら
は
、
宮
津
も
含
め
な
い
と
パ
ッ

ケ
ー
ジ
（
ひ
と
ま
と
ま
り
に
し

た
セ
ッ
ト
）
が
組
め
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

文
化
の
原
点
は
人
で
あ
り
、
人

づ
く
り
の
視
点
が
大
切
で
す
。

特
に
、
間
人
の
よ
う
に
丹
後
は

有
名
人
を
排
出
さ
れ
て
お
り
、

そ
う
し
た
、
世
界
に
、
日
本
に

誇
れ
る
人
材
を
生
み
出
し
た
地

域
で
あ
る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
、
誇
り
と
自
信
を
持
た
せ
て
く
だ

さ
い
。
日
本
最
古
の
紀
年
銘
鏡
「
青
龍
三

年
鏡
」
が
出
土
し
た
時
に
は
騒
が
れ
ま
し

た
が
、
今
は
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か

た
は
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
京
丹
後
市
で

学
芸
員
を
養
成
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

　
原
　
海
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
丹
後

は
丹
波
よ
り
も
目
立
ち
、
国
の
ほ
う
で
も

そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。
関
東
方
面
で
、
丹

後
に
ま
つ
わ
る
か
た
の
会
議
を
開
け
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。
外
か
ら
の
視
点
も
大
切

で
す
。 

中
山
市
長
　
丹
後
で
フ
ァ
ン
ド
を
つ
く
る

こ
と
は
お
も
し
ろ
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、

市
内
の
事
業
者
だ
け
で
な
く
、
大
阪
な
ど

の
元
気
な
、
技
術
を
持
っ
た
中
小
企
業
を

リ
サ
ー
チ
（
調
査
、
研
究
す
る
こ
と
）
し

て
投
資
し
、
再
建
計
画
を
つ
く
る
過
程
で
、

丹
後
の
環
境
や
資
源
を
使
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
で
き

れ
ば
丹
後
に
誘
致
す
る
と
い
う
方
法
も
あ

り
ま
す
。 

日本中央競馬会理事 

　　　　　田家　邦明さん 

京都府立大学名誉教授 

　　　　　　門脇　禎二さん 
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岡田　幾雄　大宮町三坂 

能勢由紀子　久美浜町三分 

稲葉　悦男　峰山町御旅 

木村　榮子　峰山町杉谷 

藤田兵一郎　峰山町杉谷 

松　しげ代　峰山町泉 

八木　末男　峰山町杉谷 

岩本　敦子　大宮町善王寺 

小牧千衣子　大宮町口大野 

田村喜代子　大宮町河辺 

森口　正裕　大宮町河辺 

糸井　　貢　網野町島津 

谷口　忠夫　網野町小浜 

溝口　ミフ　網野町網野 

安井　育子　網野町新庄 

小森　　潔　丹後町間人 

清水　愛子　丹後町間人 

橋本　房枝　丹後町間人 

堀江　輝三　丹後町是安 

神村満喜代　弥栄町溝谷 

坪倉　忠世　弥栄町堤 

室田　邦枝　弥栄町和田野 

行待　充裕　弥栄町溝谷 

岡　　眞子　久美浜町栃谷 

豊嶋　　肇　久美浜町湊宮 

中川　慶治　久美浜町 

会　長 

副会長 

松尾　庸介　網野町掛津 

大下倉正子　弥栄町和田野 

大久保　徹　峰山町鱒留 

田中てるゑ　峰山町丹波 

山本　吉男　峰山町荒山 

行待　秀子　峰山町吉原 

安達みね子　大宮町久住 

田中　　功　大宮町善王寺 

田村　忠秋　大宮町河辺 

松本　正彦　大宮町善王寺 

永砂　千秋　網野町高橋 

門田　勝代　網野町網野 

大久保里美　丹後町間人 

谷　輝一郎　丹後町間人 

川戸　泰弘　弥栄町和田野 

山副　京子　弥栄町鳥取 

稲田　敦子　久美浜町三谷 

富川　惇志　久美浜町湊宮 

会　長 

副会長 

廃棄物減量等推進審議会 

美しいふるさとづくり審議会 

　
市
で
は
、
廃
棄
物
の
排
出
を

抑
制
し
、
再
利
用
の
促
進
な
ど

に
よ
り
廃
棄
物
の
減
量
を
図
る

と
と
も
に
、
適
正
な
分
別
、
保

管
、
運
搬
、
再
生
、
処
分
を
促

し
生
活
環
境
の
保
全
、
公
衆
衛

生
の
向
上
を
進
め
る
「
廃
棄
物

減
量
等
推
進
審
議
会
」
を
設
置

し
ま
し
た
。 

　
二
月
二
十
一
日
に
開
か
れ
た

第
一
回
会
議
で
は
、
会
長
に
岡

田
幾
雄
さ
ん
（
大
宮
町
三
坂
）
、

副
会
長
に
能
勢
由
紀
子
さ
ん
（
久

美
浜
町
三
分
）
を
選
出
す
る
と

と
も
に
、
事
務
局
か
ら
市
の
廃

棄
物
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
。 

　
委
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、

「
生
ご
み
は
処
理
に
よ
っ
て
は

肥
料
に
も
な
り
、
可
燃
ご
み
の

宝
」
、
「
分
別
方
法
な
ど
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
い
広
報
が
必
要
」

な
ど
多
く
の
貴
重
な
意
見
が
出

さ
れ
、
今
後
さ
ら
に
処
理
実
態

な
ど
を
調
査
、
研
究
す
る
な
ど

「
美
し
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
」
の
た
め
に
審
議
を
深
め
て

い
き
ま
す
。
　 

　
京
丹
後
市
の
美
し
い
自
然
を

守
り
、
自
然
と
共
生
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
市
民
の
み
な
さ
ん
と

と
も
に
考
え
る
「
美
し
い
ふ
る

さ
と
づ
く
り
審
議
会
」
を
こ
の

た
び
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

　
今
回
発
足
し
た
同
審
議
会
は
、

会
長
に
琴
引
き
浜
の
鳴
り
砂
を

守
る
会
の
松
尾
庸
介
さ
ん
（
網

野
町
掛
津
）
、
副
会
長
に
は
元

環
境
懇
話
会
の
大
下
倉
正
子
さ

ん
（
弥
栄
町
和
田
野
）
な
ど
、

公
募
に
よ
る
委
員
二
人
を
含
み
、

各
地
区
で
自
然
保
護
や
清
掃
活

動
な
ど
環
境
美
化
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
か
た
十
八
人
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
同
審
議
会
は
、
市
の
誇
る
べ

き
財
産
で
あ
る
「
豊
か
で
美
し

い
自
然
環
境
」
の
保
全
や
美
化

を
市
民
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、

京
丹
後
市
を
訪
れ
る
す
べ
て
の

か
た
と
協
力
し
て
進
め
て
い
く

「
京
丹
後
市
美
し
い
ふ
る
さ
と

づ
く
り
条
例
」
に
基
づ
き
設
置
。 

　
空
き
缶
な
ど
の
ご
み
の
散
乱

や
ふ
ん
害
な
ど
を
特
に
防
止
す

る
必
要
が
あ
る
「
重
点
区
域
」

や
、
環
境
保
全
を
行
う
う
え
で

特
に
重
要
と
認
め
る
「
特
別
保

護
区
域
」
の
指
定
、
環
境
保
護

団
体
の
認
定
や
監
視
活
動
、
啓

発
な
ど
に
つ
い
て
調
査
、
審
議

を
行
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
自
然
環
境
の
保
全
や

環
境
美
化
な
ど
に
関
す
る
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
の
提
案
や
意

見
に
つ
い
て
も
調
査
い
た
だ
く

な
ど
、
市
民
と
行
政
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

委員のみなさん 委員のみなさん 
（敬称略） 

委員のみなさん 委員のみなさん 
（敬称略） 

「美しいふるさと京丹後」は　みんなの願い「美しいふるさと京丹後」は　みんなの願い 「美しいふるさと京丹後」は　みんなの願い「美しいふるさと京丹後」は　みんなの願い 「美しいふるさと京丹後」は　みんなの願い 

美しく住みよいまちを美しく住みよいまちを 

　　　　　　次の世代へ　　　　　　次の世代へ 

美しく住みよいまちを美しく住みよいまちを 

　　　　　　次の世代へ　　　　　　次の世代へ 

美しく住みよいまちを 

　　　　　　次の世代へ 

第
一
回
目
の
会
議
か
ら 

　
活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た 
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「
丹
後
震
災
」
風
化
さ
せ
ず
　
教
訓
を
今
に
伝
え
る

「
丹
後
震
災
」
風
化
さ
せ
ず
　
教
訓
を
今
に
伝
え
る 

丹
後
震
災
記
念
展

丹
後
震
災
記
念
展 

「
丹
後
震
災
」
風
化
さ
せ
ず
　
教
訓
を
今
に
伝
え
る 

丹
後
震
災
記
念
展 

　
丹
後
一
円
を
襲
っ
た
「
丹
後
大
地
震
」
か
ら
今
年
で
七
十
八
年

　
丹
後
一
円
を
襲
っ
た
「
丹
後
大
地
震
」
か
ら
今
年
で
七
十
八
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。

目
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
震
災
の
記
憶
は
、
遠
い
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
自
然

　
震
災
の
記
憶
は
、
遠
い
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
自
然

の
力
を
改
め
て
知
り
、
防
災
に
つ
い
て
今
一
度
考
え
て
い
た
だ
く

の
力
を
改
め
て
知
り
、
防
災
に
つ
い
て
今
一
度
考
え
て
い
た
だ
く

機
会
と
し
て
、
毎
年
三
月
七
日
の
震
災
記
念
日
に
あ
わ
せ
て
「
丹

機
会
と
し
て
、
毎
年
三
月
七
日
の
震
災
記
念
日
に
あ
わ
せ
て
「
丹

後
震
災
記
念
展

後
震
災
記
念
展
」（
教
育
委
員
会
主
催
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
主
催
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
昭
和
四
十
七
年
か
ら
始
め
た「
記
念
展
」は
、今
年

で
三
十
三
回
目
。「
大
震
災
が
残
し
た
も
の
」を
テ
ー

マ
に
、
三
月
五
日
か
ら
七
日
ま
で
の
三
日
間
、
峰
山

地
域
公
民
館（
峰
山
町
杉
谷
）で
開
催
し
、遠
方
か
ら

も
多
く
の
か
た
が
訪
れ
る
な
ど
、災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
、災
害
を
通
じ
て
得
た
教
訓
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
、「
あ
の
日
を
忘
れ
ず
、あ
の
日
か
ら

学
ん
で
い
た
だ
こ
う
」
と
、
地
震
発
生
時
刻
を
指
し

た
ま
ま
止
ま
っ
た
時
計
や
焼
け
こ
げ
た
反
物
・
硬
貨
、

被
災
直
後
の
惨
状
を
撮
し
た
写
真
、当
時
の
新
聞
な

ど
貴
重
な
資

料
約
百
点
を

展
示
。
ま
た
、

今
回
は
じ
め
て
、

壊
れ
た
家
の

木
材
を
利
用

し
て
旧
島
津

村
役
場
の
災

害
対
策
本
部

に
掲
げ
ら
れ

た
「
震
災
事

務
所
」
の
看

板（
縦
約
二
メ
ー

ト
ル

・
横
約
〇
・
二
メ
ー

ト
ル

）も
展
示
さ
れ
、来
場

者
は
、当
時
を
振
り
返
り
感
慨
深
く
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。 

　「
丹
後
大
地
震
」は
、昭
和
二
年
三
月
七
日
の
午
後

六
時
二
十
七
分
に
、網
野
町
の
郷
付
近
を
震
源
に
し

た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
三
、
震
度
六
相
当
の
地
震

が
発
生
し
、
被
害
は
丹
後
一
円
に
お
よ
び
ま
し
た
。

京
丹
後
市
域
全
体
の
住
宅
被
害
は
、
全
壊
四
、
三
八

四
軒
、半
壊
四
、三
八
四
軒
、全
焼
四
、〇
五
六
軒
、半

焼
七
四
軒
。ま
た
死
亡
者
は
二
、四
四
〇
人
、重
傷
者

は
一
、〇
五
三
人
も
の
か
た
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

（
奥
丹
後
震
災
誌
か
ら
） 

小野山　節　京都大学名誉教授 

高瀬　要一　奈良文化財研究所 

　　　　　　　　　遺跡研究室長 

森　　四郎　網野町網野 

岸本　直文　大阪市立大学助教授 

福永　伸哉　大阪大学助教授 

赤岩　真澄　峰山町室 

藤村　淳一　峰山町丹波 

田村美由紀　大宮町善王寺 

義村　　亨　大宮町口大野 

志水　栄一　網野町網野 

給田昭三郎　丹後町大山 

増田　　馨　丹後町平 

森　　益美　弥栄町吉沢 

岡　　眞子　久美浜町栃谷 

岡田　洋三　久美浜町土居 

会　長 

副会長 

 

副会長 

史跡整備検討委員会 

「丹後王国」の存在を物語る史跡を整備 「丹後王国」の存在を物語る史跡を整備 

　
市
で
は
、
「
丹
後
王
国
」
の
存
在
を
物
語
る
市
内
の
数
多
い

史
跡
の
活
用
法
な
ど
を
探
る
「
史
跡
整
備
検
討
委
員
会
」
を
発

足
し
ま
し
た
。 

　
市
内
に
は
、
網
野
銚
子
山
古
墳
（
網
野
町
網
野
）
、
函
石
浜

遺
跡
（
久
美
浜
町
箱
石
）、
神
明
山
古
墳
（
丹
後
町
宮
）、
産
土

山
古
墳
（
丹
後
町
竹
野
）
の
国
指
定
史
跡
を
は
じ
め
京
都
府
指

定
史
跡
六
か
所
な
ど
、
全
国
的
に
貴
重
な
数
多
く
の
文
化
財
が

あ
り
、
そ
れ
ら
は
恵
ま
れ
た
自
然
と
と
も
に
「
市
の
宝
」
と
し

て
、
よ
り
よ
い
形
と
し
て
育
て
、
次
世
代
に
引
き
継
が
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
同
委
員
会
は
、
会
長
に
小
野
山
節
京
都
大
学
名
誉
教
授
、
副

会
長
に
高
瀬
要
一
奈
良
文
化
財
研
究
所
遺
跡
研
究
室
長
と
森
四

郎
網
野
町
郷
土
保
存
会
長
を
選
出
す
る
な
ど
、
考
古
学
の
専
門

家
や
郷
土
史
研
究
家
、
市
民
の
代
表
十
五
人
で
構
成
。 

　
同
委
員
会
で
は
、
教
育
委
員
会
が
諮
問
し
た
、
▽
史
跡
お
よ

び
郷
土
資
料
館
な
ど
と
の
有
効
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
▽
史

跡
の
整
備
方
針
と
活
用
方
法
▽
自
然
景
観
お
よ
び
風
土
と
調
和

の
と
れ
た
史
跡
整
備
と
有
効
利
用
に
つ
い
て
、
現
地
視
察
を
行

う
な
ど
検
討
を
進
め
、
来
年
の
秋
を
め
ど
に
、
答
申
を
行
う
予

定
に
し
て
い
ま
す
。
　 

委員のみなさん 委員のみなさん （敬称略） 

峰山町文化財保護研究会の糸井昭

さん（峰山町呉服）から当時の様子

を聞く丹波保育所の子どもたち 

焼け残った自動車（峰山町泉） 

郷
村
役
場 

網
野
駅
の
列
車
横
転 

　
丹
後
一
円
を
襲
っ
た
「
丹
後
大
地
震
」
か
ら
今
年
で
七
十
八
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
震
災
の
記
憶
は
、
遠
い
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
自
然

の
力
を
改
め
て
知
り
、
防
災
に
つ
い
て
今
一
度
考
え
て
い
た
だ
く

機
会
と
し
て
、
毎
年
三
月
七
日
の
震
災
記
念
日
に
あ
わ
せ
て
「
丹

後
震
災
記
念
展
」（
教
育
委
員
会
主
催
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

11
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市
の
常
勤
特
別
職
の
給
与
と
議
会
議
員
な
ど
の
報
酬
に

つ
い
て
審
議
を
重
ね
て
き
た「
京
丹
後
市
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
」
が
、
二
月
二
十
四
日
、
報
酬
な
ど
の
額
は
現
行
の

ま
ま
措
置
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
中
山
市
長
に
対
し

て
答
申
を
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
同
審
議
会
は
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
長

の
諮
問
に
応
じ
て
、
議
会
議
員
、
市
長
、
助
役
、
収
入
役
、

教
育
長
、
非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
な
ど
を
審
議
す
る
も
の

で
、
一
月
十
三
日
に
市
長
か
ら
諮
問
を
受
け
、
三
回
に
わ

た
っ
て
慎
重
に
審
議
を
重
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
審
議
会
は
、『
誕
生
間
も
な
い
京
丹
後
市
の
市
政
運
営
と

特
別
職
の
果
た
す
べ
き
職
責
の
重
大
さ
な
ど
を
総
合
的
に

勘
案
し
、
報
酬
な
ど
の
額
に
つ
い
て
は
、
現
行
額
の
ま
ま

措
置
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
』
と
答
申
。 

　
こ
の
日
、
答
申
書
を
手
渡
さ
れ
た
今
度
勝
会
長
と
上
田

博
之
会
長
職
務
代
理
は
「
京
丹
後
市
の
状
況
や
近
隣
市
と

の
比
較
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
審
議
し
、
総
合
的

に
判
断
し
ま
し
た
」
と
審
議
内
容
を
説
明
さ
れ
、
中
山
市

長
は
「
重
い
答
申
内
容
と
受
け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
厳
粛
に
受
け
取
り
ま
し
た
。 

　
年
金
は
、
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
の
制
度
で
、

み
な
さ
ん
の
納
め
る
保
険
料
が
、
高
齢
者
世
代
の
生

活
を
支
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
、
み
な
さ
ん

自
身
や
ご
家
族
の
年
金
権
を
守
る
た
め
に
も
、
保
険

料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。 

　
国
民
年
金
の
給
付
に
は
、
老
後
の
生
活
保
障
で
あ

る
「
老
齢
基
礎
年
金
」
だ
け
で
な
く
、
思
わ
ぬ
事
故

な
ど
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
と
き
の
「
障
害
基
礎
年

金
」
、
生
計
を
維
持
し
て
い
る
か
た
が
亡
く
な
っ
た

と
き
の
「
遺
族
基
礎
年
金
」
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料

を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

年
金
給
付
を
受
け
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
納
付
期
限
か
ら
二
年
間
を
経
過
す
る
と
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
た
め
、
将

来
、
受
給
す
る
「
老
齢
基
礎
年
金
」
の
年
金
額
が
少

な
く
な
っ
た
り
、
受
け
取
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。 

　
保
険
料
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
納

付
案
内
書
」
で
、
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
、
社
会

保
険
事
務
所
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。 

　 

 

　
保
険
料
の
納
付
は
、
支
払
い
の
手
間
や
時
間
が
省

け
る
「
口
座
振
替
」
が
便
利
で
す
。
ま
た
、
保
険
料

を
「
前
納
」
す
る
と
割
引
が
あ
り
ま
す
。 

　
な
お
、
平
成
十
七
年
四
月
か
ら
、
国
民
年
金
保
険

料
の
口
座
振
替
割
引
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。 

　
●
保
険
料
の
前
納
を
口
座
振
替
に
す
る
と 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
割
引
額
が
増
え
ま
す 

　
十
七
年
度
分
の
保
険
料
を
一
括
し
て
前
納
す
る
と
、

現
金
払
い
で
は
二
、
八
九
〇
円
の
割
引
、
口
座
振
替

で
は
三
、
四
二
〇
円
（
五
三
〇
円
増
）
の
割
引
と
な

り
ま
す
。（
六
か
月
前
納
も
口
座
振
替
が
有
利
で
す
） 

　
現
金
払
い
で
の
前
納
は
、
四
月
に
郵
送
さ
れ
る
納

付
書
で
、
四
月
三
十
日
（
今
年
は
四
月
末
日
が
休
日

の
た
め
五
月
二
日
）
ま
で
、
金
融
機
関
な
ど
の
窓
口

で
の
支
払
い
が
可
能
で
す
。 

　
●
月
々
の
口
座
振
替
に
早
割 

　
　
　
（
当
月
保
険
料
の
当
月
末
引
き
落
と
し
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
制
度
が
で
き
ま
し
た 

　
通
常
の
口
座
振
替
（
当
月
保
険
料
の
翌
月
末
引
き

落
と
し
）
は
、
定
額
保
険
料
で
す
が
、
口
座
振
替
を

早
割
に
す
る
と
四
〇
円
が
割
引
に
な
り
ま
す
。
早
割

制
度
を
お
申
し
込
み
さ
れ
る
と
、
翌
月
末
の
初
回
の

口
座
振
替
に
て
二
か
月
分
の
保
険
料
（
従
前
の
保
険

料
と
四
〇
円
割
引
さ
れ
た
保
険
料
）
が
引
き
落
と
し

と
な
り
、
そ
の
後
の
毎
月
の
保
険
料
が
四
〇
円
割
引

と
な
り
ま
す
。
早
割
は
、
社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は

金
融
機
関
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
保
険
料
の
半
額
免
除
の
承
認
を
受
け
て
い

る
か
た
の
口
座
振
替
は
、
通
常
の
口
座
振
替
で
の
お

申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。 

今度　　勝 

上田　博之 

阿部　智子 

中井　孝一 

中江　伸子 

会　　長 

会長職務代理 

弥栄町和田野 

峰山町小西 

網野町掛津 

峰山町呉服 

丹後町間人 

委員のみなさん委員のみなさん 委員のみなさん 
（敬称略） 

常勤特別職の給与と議会議員などの報酬について 

京丹後市特別職報酬等審議会から答申 

中山市長へ答申書を手渡される今度勝会長 

お
得
な
口
座
振
替 

国
民
年
金 

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か 
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下水道は下水道は 
快適で衛生的な生活環境づくりと快適で衛生的な生活環境づくりと 

豊かな自然環境の保護に豊かな自然環境の保護に 

大きな役割を果たします大きな役割を果たします 

下水道は 
快適で衛生的な生活環境づくりと 

豊かな自然環境の保護に 

大きな役割を果たします 

豊かな自然環境を守る 
　下水道シリーズ 

下水道　利用者の声 

　
　
　
　
網
野
町
　
女
性 

　
我
が
家
は
、
三
年
前
か
ら
下
水
道
に
接
続
し
て
い
ま
す
。
築

三
十
年
近
い
家
で
す
が
、
ト
イ
レ
を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
に
あ
た

り
、
大
工
さ
ん
や
水
道
設
備
の
か
た
に
、
明
る
く
、
使
い
や
す

く
、
掃
除
が
簡
単
で
、
衛
生
的
な
最
新
型
と
、
私
た
ち
の
わ
が

ま
ま
を
い
ろ
い
ろ
と
聞
き
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
家
の
中
で
一
番
ト
イ
レ
が
き
れ
い
？
で
も
今
で
は
、
家
に
す

っ
か
り
な
じ
ん
で
、
こ
れ
が
当
た
り
前
で
生
活
し
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丹
後
町
　
女
性 

　
「
い
つ
か
き
っ
と
、
水
洗
ト
イ
レ
を
」
と
夢
み
て
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
夢
が
、
平
成
十
五
年
六
月
一
日
に
実
現
。
工
事
が
完
了

し
、
そ
の
日
の
夜
か
ら
使
用
開
始
。
『
清
潔
』
、
『
快
適
』
、
従

来
の
あ
の
い
や
な
臭
い
も
な
く
、
本
当
に
う
れ
し
い
限
り
で
し

た
。
夏
場
に
向
け
て
完
成
し
た
の
で
、
な
お
二
重
の
喜
び
で
し

た
。
そ
れ
は
、
汲
み
取
り
式
の
と
き
の
大
き
な
悩
み
で
し
た
、

夏
場
に
な
る
と
何
度
掃
除
し
て
も
、
殺
虫
剤
を
入
れ
て
も
入
れ

て
も
、
「
ハ
エ
」
が
出
て
き
た
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が

す
べ
て
解
消
し
、
清
潔
で
快
適
な
生
活
が
実
現
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
「
ひ
ざ
」
痛
に
し
て
も
、
座
っ
た
り
立
っ
た
り
が
楽

に
な
っ
た
こ
と
や
、
冬
場
は
便
座
が
温
か
い
の
で
、
体
に
も
よ

く
気
持
ち
い
い
で
す
。 

　
工
事
費
は
、
多
く
か
か
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
値
打
ち

は
あ
り
ま
す
。
孫
が
遊
び
に
来
る
と
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
こ
ろ

で
一
番
い
い
と
こ
ろ
は
、
ト
イ
レ
だ
」
と
ほ
め
て
く
れ
ま
す
。

孫
の
家
も
簡
易
水
洗
ト
イ
レ
で
す
が
、
下
水
道
に
接
続
し
た
本

式
の
水
洗
ト
イ
レ
の
よ
さ
が
理
解
で
き
る
の
か
な
？ 

　
た
だ
一
つ
困
る
こ
と
は
、
災
害
時
と
停
電
に
な
っ
た
と
き
に
、

使
用
不
能
に
な
る
こ
と
で
す
。
で
も
本
当
に
毎
日
が
快
適
で
、

気
持
ち
よ
く
生
活
で
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

受
益
者
分
担
金
制
度
と
は 

受
益
者
分
担
金
額 

　下水道への接続期間 

供用開始から１年以内 

供用開始から２年以内 

供用開始から３年以内 

供用開始から４年目以降 

受益者分担金額 

270,000円 

280,000円 

300,000円 

320,000円 

受益者分担金額 

　
公
共
下
水
道
の
供
用
開
始
地
域

で
、
下
水
道
に
接
続
し
て
い
た
だ

く
場
合
に
は
、「
受
益
者
分
担
金
」

を
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
は
、
こ
の
「
受
益
者
分
担

金
制
度
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。 

　
下
水
道
は
、
計
画
区
域
内
の
か

た
し
か
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
建
設
費
を
み
な
さ

ん
の
税
金
か
ら
ま
か
な
う
こ
と
は
、

下
水
道
を
使
用
で
き
な
い
か
た
に

負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
下
水
道
に
接
続
さ
れ

た
み
な
さ
ん
（
受
益
者
）
に
建
設

費
の
一
部
（
下
水
管
、
公
共
汚
水

ま
す
工
事
費
な
ど
）
を
負
担
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
負
担
の
公

平
を
図
り
、
よ
り
一
層
の
下
水
道

な
ど
の
整
備
促
進
を
行
う
た
め
に

つ
く
ら
れ
た
制
度
が
「
受
益
者
分

担
金
制
度
」
で
す
。 

　
受
益
者
分
担
金
額
は
、
三
十
二

万
円
で
す
。
な
お
、
供
用
開
始
か

ら
三
年
以
内
に
接
続
さ
れ
た
場
合

に
は
、
次
の
と
お
り
負
担
が
軽
く

な
り
ま
す
。 

　
受
益
者
分
担
金
の
納
付
に
つ
き

ま
し
て
は
、
申
し
込
み
の
際
に
、

一
括
納
付
ま
た
は
分
割
納
付
を
選

ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。 

　
一
括
納
付
の
場
合
は
、
使
用
開

始
の
翌
月
、
ま
た
分
割
納
付
の
場

合
は
、
三
年
三
回
払
い
、
も
し
く

は
三
年
十
二
回
払
い
（
五
月
・
八

月
・
十
一
月
・
二
月
が
納
付
月
）

と
な
り
ま
す
。 
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「地域通貨」について考える「地域通貨」について考える 「地域通貨」について考える 

　
近
年
の
情
報
化
の
進
展
は
、
私
た
ち
に
さ
ま
ざ

ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
日
常
生
活
は
た
い
へ

ん
便
利
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
反
面
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
て
大
量

の
個
人
情
報
の
処
理
が
可
能
と
な
り
、
こ
れ
ら
の

個
人
情
報
が
不
正
利
用
や
漏
え
い
な
ど
誤
っ
た
取

り
扱
い
を
さ
れ
る
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
個
人

の
権
利
や
利
益
を
著
し
く
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
国
で
は
、「
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
京
丹
後
市
に
お
い
て
も
市
民
の

み
な
さ
ん
の
個
人
情
報
を
保
護
し
、
個
人
の
権
利

を
守
る
た
め
に
「
京
丹
後
市
個
人
情
報
保
護
条
例
」

を
制
定
し
、
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
条
例
で
は
、
市
と
民
間
事
業
者
に
個
人
情

報
の
適
正
な
取
り
扱
い
を
義
務
づ
け
る
規
定
を
設

け
、
さ
ら
に
市
が
保
有
す
る
市
民
の
み
な
さ
ん
の

個
人
情
報
に
つ
い
て
、
そ
の
存
在
や
内
容
を
知
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
市
が
保
有
し
て
い
る
個
人
情
報

に
対
す
る
開
示
や
訂
正
、
利
用
停
止
に
つ
い
て
市

民
の
か
た
が
請
求
す
る
権
利
を
定
め
て
い
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
市
立
病
院
の
カ
ル
テ
な
ど
の
医
療
情

報
も
、
本
人
か
ら
開
示
請
求
が
あ
れ
ば
原
則
と
し

て
開
示
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
個
人
情
報
の

保
護
の
重
要
性
を
認
識
い
た
だ
き
、
自
ら
の
個
人

情
報
の
保
護
に
努
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
他

人
の
個
人
情
報
を
む
や
み
に
扱
わ
な
い
な
ど
、
個

人
情
報
を
適
正
に
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。 

み
な
さ
ん
の
大
切
な
個
人
情
報
を
守
る
た
め
に 

「
京
丹
後
市
個
人
情
報
保
護
条
例
」
を
制
定 
み
な
さ
ん
の
大
切
な
個
人
情
報
を
守
る
た
め
に 

「
京
丹
後
市
個
人
情
報
保
護
条
例
」
を
制
定 

請　求　者 

請求書を提出し、本人確

認書類を提示してくださ

い 

請　求　者 

決定通知書と本人確認書

類を提示してください 

市役所の担当課 

閲覧または写しを交付し

ます 

総務部総務課または 

市民局地域総務課 

請求書を送付 

市役所の担当課 

開示・非開示を決定（原

則15日以内）し、決定通

知書でお知らせします 

地域通貨フォーラムin京丹後 
　
地
域
の
活
性
化
策
と
し
て
注
目
を
集
め
る
「
地
域
通
貨
」
に

つ
い
て
考
え
る
「
地
域
通
貨
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
京
丹
後
」（
丹
後

地
域
産
業
活
性
化
推
進
会
議
主
催
）
が
、
三
月
十
二
日
に
ア
ミ

テ
ィ
丹
後
（
網
野
町
網
野
）
で
開
か
れ
、
約
八
十
人
の
参
加
者

が
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

　
「
地
域
通
貨
」
は
、
国
が
発
行
す
る
「
法
定
通
貨
」
と
は
異

な
り
、
地
域
が
独
自
に
発
行
し
、
地
域
内
で
循
環
さ
せ
る
通
貨

の
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
報
酬
な
ど
市
場
で
は
成
り
立
ち

に
く
い
価
値
を
支
え
る
と
と
も
に
、
購
買
力
の
流
出
を
防
ぎ
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
役
立
つ
も
の
で
す
。
世
界
各
国
で
は

約
二
千
の
地
域
、
国
内
で
は
約
百
四
十
の
地
域
で
導
入
さ
れ
、

京
都
府
内
で
は
綾
部
市
が
「
ゆ
ー
ら
」
の
名
称
で
発
行
さ
れ
る

な
ど
、
そ
の
数
は
年
々
増
え
て
き
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
は
、
日
本
総
合
研
究
所
の
嵯
峨
生
馬
さ
ん
が
「
地
域

通
貨
で
ま
ち
を
元
気
に
す
る
七
つ
の
方
法
」
と
題
し
て
基
調
講

演
。
日
本
ま
た
世
界
で
使
わ
れ
て
い
る
「
地
域
通
貨
」
に
つ
い

て
紹
介
さ
れ
、
「
地
域
通
貨
を
単
独
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
運
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
活

動
と
あ
わ
せ
た
地
域
通
貨
の
利
用
が
重
要
」
と
地
域
の
実
情
に

あ
っ
た
活
用
法
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
鳥
取
環
境
大
学

の
吉
村
元
男
教
授
と
椹
野
川
（
ふ

し
の
が
わ
）
流
域
地
域
通
貨
検

討
協
議
会
の
岡
秀
夫
事
務
局
長
、

綾
部
市
の
四
方
源
太
郎
ゆ
ー
ら

企
画
事
務
局
長
を
パ
ネ
ラ
ー
に

迎
え
、
先
進
地
の
事
例
報
告
や
、

地
域
活
性
化
の
た
め
に
地
域
通

貨
を
ど
う
活
用
す
る
か
に
つ
い

て
の
紹
介
や
意
見
交
換
が
熱
心

に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

活用法などについて熱心

に意見が交わされました 

開示請求から開示までの 
手　　順 
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消防車両を更新消防車両を更新 

有事に備え有事に備え 

消防車両を更新 

有事に備え 

峰山第３分団第２部 
網野第４分団第２部 
大宮第３分団第１部 

一
日
女
性
消
防
官
が
火
災
予
防
に
一
役

一
日
女
性
消
防
官
が
火
災
予
防
に
一
役 

一
日
女
性
消
防
官
が
火
災
予
防
に
一
役 

火
は
消
し
た
？
　
い
つ
も
心
に
　
き
い
て
み
て

火
は
消
し
た
？
　
い
つ
も
心
に
　
き
い
て
み
て 

火
は
消
し
た
？
　
い
つ
も
心
に
　
き
い
て
み
て 

　
市
消
防
団
の
峰
山
第
三
分
団
第
二
部
と
網
野
第
四

分
団
第
二
部
に
配
備
し
て
い
ま
し
た
消
防
ポ
ン
プ
車
、

ま
た
大
宮
第
三
分
団
第
一
部
に
配
備
し
て
い
ま
し
た

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
が
、
購
入
か
ら
十
六
年

以
上
を
経
過
し
、
有
事
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
最
新
鋭
の
も
の
に
更
新
し
ま

し
た
。 

　
配
備
し
た
消
防
ポ
ン
プ
車
は
、
と
も
に
低
床
式
の

四
輪
駆
動
車
で
、
排
気
量
四
〇
〇
〇
㏄
、
ま
た
小
型

動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
は
、
四
輪
駆
動
車
で
二
五
〇

〇
㏄
、
購
入
価
格
は
三
台
で
四
千
十
一
万
円
。 

　
二
月
二
十
五
日
に
市
役
所
前
の
防
災
備
蓄
倉
庫
で

車
両
の
引
渡
式
が
行
わ
れ
、
　
岡
団
長
が
「
一
日
も

早
く
操
作
を
熟
知
し
、
市
民
の
安
全
な
暮
ら
し
を
守

る
た
め
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
訓
示
が
述
べ
ら

れ
、
そ
の
後
早
速
、
各
部
で
放
水
訓
練
を
行
う
な
ど
、

い
ざ
と
い
う
火
災
に
備
え
ま
し
た
。 

新
車
両
を
前
に 

　
　
気
を
引
き
締
め
ま
し
た 

田中　洋子さん（右） 
　いろいろなことを教えていただき、
また事業所にも行かせていただき、防
災についてとても勉強になりました。
ぜひ、自分の仕事場でも見習っていき
たいと思います。 
綿井　直子さん（中） 
　仕事で常に高齢者のかたと接してい
ますので、もしも火災が起きた場合の
対処法など、とても勉強になりました。 
岡田　久実さん（左） 
　消防士のかたは、消防や救急をはじ
め予防についても知識が豊富で、たい
へん頼もしく感じました。 

　
「
春
季
火
災
予
防
運
動
週
間
」（
三
月

一
日
か
ら
七
日
）
の
一
環
と
し
て
、
消

防
署
で
は
三
月
一
日
、
岡
田
久
実
さ
ん
（
久

美
浜
有
線
勤
務
）、
田
中
洋
子
さ
ん
（
海

山
園
勤
務
）
、
綿
井
直
子
さ
ん
（
久
美

浜
苑
勤
務
）の
三
人
を
「
一
日
女
性
消
防

官
」
に
任
命
し
、
消
火
訓
練
や
防
火
啓

発
活
動
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

　
午
前
八
時
す
ぎ
に
、
久
美
浜
分
署
で

山
本
消
防
長
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
三
人
は
、

消
防
業
務
や
配
備
車
両
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
た
後
、
神
野
保
育
所
（
久
美

浜
町
浦
明
）
で
の
防
災
訓
練
に
参
加
。

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
起
震
車
に
乗
り

込
み
、「
し
っ
か
り
つ
か
ま
っ
て
ね
」
と

や
さ
し
く
声
を
か
け
る
な
ど
、
は
げ
し

い
揺
れ
に
驚
く
子
ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
午
後
か
ら
は
、
久
美
浜
ウ
エ
ス

ト
電
気
（
久
美
浜
町
永
留
）
で
予
防
査

察
を
行
う
と
と
も
に
、
防
火
を
呼
び
か

け
る
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
、
火
災

予
防
を
訴
え
ま
し
た
。 

子どもたちと起震車を体験 

　例年この時期には、農地の畦（あぜ）焼きや山林内での　例年この時期には、農地の畦（あぜ）焼きや山林内での火の不始末から、火の不始末から、

林野火災が多く発生しています。林野火災が多く発生しています。 

　次の点に十分注意して、火災を起こさないようにしまし　次の点に十分注意して、火災を起こさないようにしましょう。ょう。 

　例年この時期には、農地の畦（あぜ）焼きや山林内での火の不始末から、

林野火災が多く発生しています。 

　次の点に十分注意して、火災を起こさないようにしましょう。 

●たき火や草焼きをするときは、バケツなどに水をくみ、●たき火や草焼きをするときは、バケツなどに水をくみ、消火の準消火の準

備をしておきましょう。備をしておきましょう。 

●枯れ草などのある危険な場所でのたき火はやめましょう●枯れ草などのある危険な場所でのたき火はやめましょう。 

●乾燥している日や風の強い日は、たき火や火入れはやめ●乾燥している日や風の強い日は、たき火や火入れはやめましょう。ましょう。 

●たばこの吸い殻は、必ず消すとともに、投げ捨ては絶対●たばこの吸い殻は、必ず消すとともに、投げ捨ては絶対にやめまにやめま

しょう。しょう。 

●たき火や草焼きをするときは、バケツなどに水をくみ、消火の準

備をしておきましょう。 

●枯れ草などのある危険な場所でのたき火はやめましょう。 

●乾燥している日や風の強い日は、たき火や火入れはやめましょう。 

●たばこの吸い殻は、必ず消すとともに、投げ捨ては絶対にやめま

しょう。 

山火事に 
ご注意！ 
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「
耳
鳴
り
」
は
、
人
口
の
一
七
％
、
高
齢
者
の

か
た
で
は
約
三
分
の
一
が
経
験
す
る
症
状
で
、
耳

鼻
科
外
来
で
も
訴
え
の
多
い
症
状
の
一
つ
で
す
。

適
切
な
検
査
に
よ
り
原
因
と
な
る
疾
患
の
診
断
、

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
「
耳
鳴
り
」
の
根
本
的
対

処
法
で
す
が
、
反
面
い
か
な
る
原
因
で
も
慢
性
に

な
っ
た
「
耳
鳴
り
」
は
難
治
性
で
、
人
口
の
五
％

の
か
た
が
生
活
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
と
い
う

報
告
も
あ
り
ま
す
。 

　
「
耳
鳴
り
」
を
強
く
訴
え
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

治
療
法
で
も
「
耳
鳴
り
」
が
消
え
な
い
と
病
院
を

点
々
と
さ
れ
る
患
者
さ
ん
も
多
い
反
面
、「
耳
鳴
り
」

の
あ
る
七
〇
〜
八
〇
％
の
か
た
は
、
音
は
か
な
り

大
き
い
け
れ
ど
も
日
常
生
活
で
そ
れ
ほ
ど
気
に
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
事
実
で
す
。 

 

最
近
の
世
界
的
な
「
耳
鳴
り
」
治
療
と
し
て
は
、

「
耳
鳴
り
」
を
消
す
こ
と
が
難
し
い
以
上
、「
耳
鳴

り
」
が
あ
っ
て
も
気
に
な
ら
な
く
さ
せ
る
と
い
う

考
え
方
が
一
般
的
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

Ｔ
Ｒ
Ｔ
（
耳
鳴
り
順
応
療
法
）
は
、
欧
米
で
発

展
し
て
き
た
治
療
法
で
、「
耳
鳴
り
」
の
音
を
自
分

に
と
っ
て
有
害
な
音
と
し
て
認
識
し
て
い
る
脳
を

順
応
さ
せ
る
訓
練
法
で
す
。
具
体
的
に
は
、
医
師

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
耳
鳴
り
に
対
す
る
理
解
）

と
音
治
療
（
Ｔ
Ｃ
Ｉ
と
い
う
補
聴
器
型
の
音
発
生

器
の
装
用
）
に
よ
り
、「
耳
鳴
り
」
に
慣
れ
、
意
識

し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
た
だ
し
、
効
果
が
出
る

ま
で
数
か
月
を
要
し
ま
す
。「
耳
鳴
り
」
の
継
続
的

な
改
善
に
は
一
〜
二
年
か
か
り
ま
す
が
、
一
年
間

治
療
を
続
け
れ
ば
七
〇
〜
八
〇
％
は
治
療
が
成
功

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

Ｔ
Ｒ
Ｔ
は
、
無
害
で
患
者
さ
ん
本
人
が
積
極
的

に
治
療
に
参
加
で
き
る
方
法
で
す
。
慢
性
の
「
耳

鳴
り
」
に
よ
り
お
困
り
で
、
こ
の
治
療
法
に
興
味

の
あ
る
か
た
は
、
一
度
耳
鼻
科
医
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

　
「
新
幹
線
居
眠
り
運
転
」
の
事
故
を
ご
存
知
で
す
か
？
　 

　
こ
の
居
眠
り
は
、
睡
眠
中
に
何
度
も
呼
吸
が
止
ま
っ
た
状
態

を
繰
り
返
す
「
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
」
と
い
う
病
気
が
原
因

で
し
た
が
、
な
ん
と
「
い
び
き
」
を
か
く
か
た
の
七
割
が
、
こ

の
病
気
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

日
中
眠
く
な
る
症
状
に
よ
っ
て
、
交
通
事
故
や
仕
事
上
の
ミ

ス
、
学
業
不
振
な
ど
を
起
こ
し
や
す
く
、
い
び
き
の
ほ
か
に
不

眠
や
頭
痛
な
ど
の
症
状
も
あ
り
ま
す
。 

 

最
近
で
は
、
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
の
原
因
と
し
て
も
あ
げ

ら
れ
、
ま
た
高
血
圧
や
心
筋
こ
う
そ
く
、
脳
卒
中
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
病
気
を
ま
ね
く
大
変
に
危
険
な
病
気
で
す
。 

 

新
し
い
耳
鳴
り
治
療
法
　
Ｔ
Ｒ
Ｔ
（
療
法
）

新
し
い
耳
鳴
り
治
療
法
　
Ｔ
Ｒ
Ｔ
（
療
法
） 

新
し
い
耳
鳴
り
治
療
法
　
Ｔ
Ｒ
Ｔ
（
療
法
） 

財団法人 

　丹後中央病院 

　　田中　寛医師 

　 

　耳鼻咽喉科 

　　特に神経耳科 

　　　めまい 

　　　難聴 

　　　顔面神経 

あなたの健康 

　　応援します 

健
康
コ
ラ
ム
連
載
ス
タ
ー
ト
！ 

　
健
康
は
、
誰
も
の
願
い
で
あ
り
、
大
き
な
関
心
ご
と

で
す
。 

　
本
月
号
か
ら
、
市
内
の
医
療
機
関
の
医
師
、
市
の
保

健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
医
療
や
保
健
に
関
す
る
コ
ラ
ム

を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
コ
ラ
ム
が
、
み
な
さ
ん

の
健
康
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

「いびき」は、病気？「いびき」は、病気？ 

 　～放っておくと怖い「睡眠時無呼吸症候群」～　～放っておくと怖い「睡眠時無呼吸症候群」～ 

「いびき」は、病気？ 

 　～放っておくと怖い「睡眠時無呼吸症候群」～ 

 次の８つの状況での眠気を、4段階

で評価してみましょう。 

 合計が11点以上なら「睡眠時無呼吸

症候群」の可能性があります。 

　自分の判断で放っておかずに、重い

合併症が起こる前に専門の医療機関を

受診しましょう。 

　　　　　　　　状　　　　　　　　　況 

1：座って読書をしているとき 

2：テレビを見ているとき 

3：人がたくさんいる場所で座って何もしていないとき（例えば会議や映画鑑賞中） 

4：車に乗せてもらっているとき（１時間ぐらい） 

5：午後横になって休憩しているとき 

6：座って誰かと話をしているとき  

7：昼食後、静かに座っているとき  

8：運転中、渋滞や信号待ちで止まっているとき 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　計　　  

あなたは大丈夫？あなたは大丈夫？ 
　　　～睡眠時無呼吸症候群チェック～　　　～睡眠時無呼吸症候群チェック～ 
あなたは大丈夫？ 
　　　～睡眠時無呼吸症候群チェック～ 

　点　　 数 

0　１　２　３ 

0　１　２　３ 

0　１　２　３ 

0　１　２　３ 

0　１　２　３ 

0　１　２　３ 

0　１　２　３ 

0　１　２　３ 

０点：決して眠くならない 

１点：まれに眠くなる 

２点：時々眠くなる 

３点：眠くなることが多い 

健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ 

京丹後市健康と福

祉のまちづくり審

議会・健康づくり

推進部会長 

こんにちは！保健師ですこんにちは！保健師です
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　市では、昨年10月20日に襲来した台風23号による被害に際しまして「災害義援金」を

募らせていただきましたところ、市民のみなさんをはじめ、全国のかたから37,932,985

円（２月24日現在）もの義援金をお寄せいただきました。 

　多くのみなさんの心温まるご厚意に心からお礼申し上げます。 

　この貴重な義援金が、被災されましたみなさんの一助になることを願い、次のとおり

２月下旬に、京都府義援金第２次配分とあわせて配分させていただきました。 

　市では、今後とも市民のみなさんとともに、復興に向けて全力で取り組んでまいります。 

京丹後市 義援金受領額　37,932,985円 

多くのみなさんの 

　　　　心温まるご厚意に 

　　　　　　　厚くお礼申し上げます 

多くのみなさんの 

　　　　心温まるご厚意に 

　　　　　　　厚くお礼申し上げます 

多くのみなさんの 

　　　　心温まるご厚意に 

　　　　　　　厚くお礼申し上げます 

 

死　　亡 

重　　傷 

全　　壊 

半　　壊 

一部損壊 

床上浸水 

床下浸水 

人的被害 

区　　　分 

住家被害 

対象件数 

 3 

 5 

 8 

 100 

 49 

 85 

 621

基準（単価） 

 600,000円 

 200,000円 

 400,000円 

 200,000円 

 40,000円 

 40,000円 

 7,000円 

区　　　　　分 

住家被害 

 

非住家被害 

（店舗・工場など） 

その他 

 

全壊（借家） 

全壊 

半壊 

一部損壊 

浸水（床上相当） 

土砂撤去 

対象件数 

 4 

 3 

 9 

 26 

 5 

 43

基準（単価） 

 200,000円 

 30,000円 

 20,000円 

 10,000円 

 10,000円 

 7,000円 

市消防団（寄贈者の意向）、久美浜町商

工会（床上浸水による設備備品などの被

害）へお見舞いとして　計540,000円 

●基本分 ●特殊事情分 

（２月24日現在） 

 

　みなさんからお寄せいただいた義援金すべてを

被災されましたかたの支援のために配分させてい

ただきました。 

　なお、受領額と配分総額の差額4,985円につきましては、今後の災害に備えて災害基金として積み立てを行う

予定です。 

間人底曳（そこびき）網組合 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

　
若
手
漁
業
者
な
ど
が
、
日
ご
ろ
の
研
究
や
活
動

に
つ
い
て
発
表
す
る
「
第
十
回
全
国
青
年
・
女
性

漁
業
者
交
流
大
会
」
で
、
間
人
底
曳
（
そ
こ
び
き
）

網
組
合
（
小
谷
嘉
一
郎
代
表
）
の
事
務
局
を
担
当

す
る
丹
後
町
漁
業
協
同
組
合
の
田
中
郁
代
さ
ん
（
丹

後
町
間
人
）
が
、『
間
人
ガ
ニ
』
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ

の
同
組
合
の
取
り
組
み
を
発
表
し
、
農
林
水
産
大

臣
賞
に
次
ぐ
水
産
庁
長
官
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
大
会
は
、
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
の
主

催
に
よ
り
、
全
国
の
青
年
ま
た
女
性
漁
業
者
が
、

日
ご
ろ
の
研
究
や
実
践
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る

と
と
も
に
、
広
く
知
識
や
研
究
を
交
流
す
る
目
的

で
毎
年
開
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
三
月
七
日
・
八
日
に
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
（
東

京
都
港
区
）
で
開
か
れ
た
今
大
会
に
は
、
全
国
か

ら
約
六
百
人
が
参
加
。
資
源
管
理
部
門
や
地
域
活

性
化
部
門
な
ど
五
分
科
会
で
五
十
四
の
実
践
、
研

究
の
成
果
が
発
表
さ
れ
、
田
中
さ
ん
は
「
流
通
・

消
費
拡
大
部
門
」
で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
田
中
さ
ん
は
、「
受

賞
は
周
り
の
み
な
さ

ん
の
お
か
げ
で
す
。

『
間
人
ガ
ニ
』
は
全

国
ブ
ラ
ン
ド
に
な
り
、

地
域
を
あ
げ
た
ま
ち

お
こ
し
に
発
展
し
て

い
ま
す
」
と
受
賞
の

喜
び
を
話
さ
れ
て
い

ま
す
。 

「間人ガニ」ブランド化への取り組み　水産庁長官賞を受「間人ガニ」ブランド化への取り組み　水産庁長官賞を受賞 「間人ガニ」ブランド化への取り組み　水産庁長官賞を受「間人ガニ」ブランド化への取り組み　水産庁長官賞を受賞 「間人ガニ」ブランド化への取り組み　水産庁長官賞を受賞 
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昨年は、全国各地で自然災害が多発し、大変な被害をもたらしました。

　私たちの住む京丹後市も、台風23号では大きな被害を受けました。 

いつ・どこで発生するかわからないのが災害ですが、その形態は年々複

雑化かつ多様化しており、消防に求められる業務も同様に変化しています。 

京丹後市消防本部では、2004年中に発生した火災・救急・救助の状況を

まとめ、各種の災害原因の分析ならびに予防策の検討を行っています。 

住民のみなさんが「安全で安心して暮らせるまちづくり」を目指し取り

組んでまいりますので、ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

　
火
災
件
数
は
、
一
七
件
で
前
年
に
比
べ

三
件
増
え
て
い
ま
す
。 

　
種
別
で
見
る
と
、
建
物
が
一
一
件
、
車

両
が
二
件
、
そ
の
他
四
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。
火
災
に
よ
る
死
者
は
二
人
発
生
し
、

六
人
の
か
た
が
負
傷
さ
れ
ま
し
た
。 

　
原
因
を
見
る
と
、
不
明
・
調
査
中
が
各

四
件
、
コ
ン
ロ
と
放
火
が
各
三
件
、
次
い

で
ス
ト
ー
ブ
、
た
ば
こ
の
順
で
、
全
国
の

統
計
と
ほ
ぼ
同
じ
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

火
　
災

火
　
災 

死
者
二
人
、
負
傷
者
六
人 

　
時
間
帯
で
み
る
と
、
夕
食
時
の
十
八
時
か

ら
二
十
時
の
間
が
最
も
多
く
五
件
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
の
時
間
帯
は
、
食
事
の
準
備

な
ど
で
忙
し
い
、
「
ウ
ッ
カ
リ
火
災
」
に
よ

る
も
の
が
多
い
で
す
。 

　
町
別
の
発
生
状
況
は
、
峰
山
町
二
件
、
大

宮
町
四
件
、
網
野
町
四
件
、
丹
後
町
三
件
、

弥
栄
町
一
件
、
久
美
浜
町
三
件
で
し
た
。 

一
一
九
通
報
の
方
法
と
し
て
、
携
帯
電
話

に
よ
る
通
報
が
五
件
あ
り
ま
す
。
携
帯
電
話

の
普
及
と
と
も
に
、
今
後
も
増
え
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
現
在
、
宮
津
与
謝
消
防
本
部
な
ど

を
経
由
し
て
い
る
も
の
が
、
近
い
将
来
、
京

丹
後
市
の
消
防
本
部
へ
直
接
つ
な
が
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。 

夕
食
時
に
多
発 

携
帯
電
話
で
一
一
九 

救
　
急

救
　
急 

　
救
急
件
数
は
、
前
年
比
一
割
増
（
一
六
三

件
の
増
加
）
と
な
る
、
過
去
最
高
の
二
、
〇

六
六
件
と
な
り
ま
し
た
。 

　
救
急
出
動
は
、
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り

ま
す
。 

　
な
か
で
も
、
そ
の
大
半
は
「
急
病
」
に
よ

る
も
の
で
、
一
四
五
件
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
増
加
す
る
「
急
病
」
で
の
搬
送
者
の

年
齢
構
成
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
六
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
の
か
た
で
す
。 

急
病
と
高
齢
化 

消防長 

　山本　邦昭 

災害の多様化に備えて 災害の多様化に備えて 

コンロ 

放火 

その他 

たばこ 

ストーブ 

不明・調査中 

電灯など 

4

3

3

3210

1

1

1

4

4件 
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昨
年
の
救
急
件
数
の
内
訳
は
、
急
病
が
一
、

二
二
四
件
で
一
番
多
く
、
次
い
で
交
通
が

二
九
五
件
、
一
般
負
傷
が
二
七
五
件
と
続

き
ま
す
。 

　
な
お
、
台
風
に
よ
る
自
然
災
害
で
の
出

動
は
一
一
件
で
し
た
。 

             

　
月
別
で
は
、
八
月
が
一
九
九
件
、
曜
日

別
で
は
日
曜
日
が
三
三
四
件
と
一
番
多
く
、

夏
場
や
、
週
末
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　
町
別
で
み
る
と
、
網
野
町
が
五
一
九
件

と
一
番
多
く
、
全
体
の
約
二
五
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
最
も
少
な
い
の
は
弥
栄
町
の

一
七
五
件
で
し
た
。 

　
ま
た
、
男
女
別
で
は
男
性
が
五
六
％
、

女
性
が
四
四
％
と
な
り
、
年
齢
別
で
は
六

十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
か
た
が
五
四
％
と
、

救
急
搬
送
の
半
数
以
上
を
占
め
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。 

救
　
助

救
　
助 

過
去
最
高
の
五
〇
件 

　
　
台
風
被
害
も
影
響 

一
一
九
通
報

一
一
九
通
報 

　
口
頭
指
導
を
導
入 

　
救
助
件
数
は
、
過
去
最
高
の
五
〇
件
と

な
り
、
交
通
事
故
に
よ
る
出
動
が
二
五
件

と
最
も
多
く
、
半
数
を
占
め
ま
し
た
。 

　
次
に
多
い
自
然
災
害
に
は
一
〇
件
出
動
し
、

う
ち
九
件
が
猛
威
を
ふ
る
っ
た
台
風
二
十

三
号
に
よ
る
も
の
で
、
六
人
を
救
助
し
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
件
数
に
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

昨
年
に
福
井
県
で
発
生
し
た
豪
雨
に
よ
る

災
害
に
、
緊
急
消
防
援
助
隊
（
※
）
の
京

都
府
隊
と
し
て
、
京
丹
後
市
消
防
本
部
の

救
助
隊
が
出
動
し
、
現
地
で
活
動
し
ま
し
た
。 

　
通
報
総
件
数
は
三
、
六
四
〇
件
と
、
一

日
平
均
約
一
〇
件
の
通
報
を
受
け
、
そ
の

う
ち
携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
は
三
九
六
件

で
し
た
。 

　
ま
た
、
台
風
二
十
三
号
の
襲
来
時
は
、

短
時
間
に
八
三
件
の
通
報
が
入
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
状
況
も

あ
り
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
昨
年
か
ら
導
入
し
た
、
通
報

時
に
応
急
処
置
の
や
り
方
を
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
口
頭
指
導
は
、
心
肺
停
止
患
者
の
か

な
く
な
ら
な
い
「
い
た
ず
ら
」 

ま
　
　
と
　
　
め

ま
　
　
と
　
　
め 

わ
が
身
を
守
る 

　
　
　
　
環
境
づ
く
り
を 

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機
に
整
備
さ

れ
た
、
全
国
の
消
防
援
助
体
制
。 

　
地
震
な
ど
の
大
規
模
・
特
殊
災
害
発
生

時
に
お
け
る
人
命
救
助
活
動
な
ど
を
目
的

と
し
、
消
防
庁
長
官
の
指
示
に
よ
り
出
動

し
ま
す
。 

※
緊
急
消
防
援
助
隊

※
緊
急
消
防
援
助
隊 

※
緊
急
消
防
援
助
隊 

た
な
ど
を
対
象
に
八
五
件
を
行
い
ま
し

た
。 

　
み
な
さ
ん
と
と
も
に
「
空
白
の
時
間
」

の
減
少
と
、
救
命
率
の
向
上
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

  

　
残
念
な
こ
と
で
す
が
、
い
た
ず
ら
に

よ
る
通
報
が
二
八
四
件
、
間
違
い
に
よ

る
も
の
が
二
六
五
件
と
、
あ
わ
せ
る
と

一
五
％
も
の
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。 

　
一
一
九
番
は
、
命
に
か
か
わ
る
大
切

な
回
線
で
す
。
み
な
さ
ん
の
正
し
い
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
い
つ
・
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
の
が
災
害
で
す
が
、
や
は
り
日
ご
ろ

の
備
え
や
心
掛
け
一
つ
で
、
被
害
を
最

小
限
に
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
火
災
や
救
急
も
、
ち
ょ
っ
と
し

た
心
掛
け
で
少
な
く
で
き
ま
す
。 

　
災
害
を
未
然
に
防
止
し
、
少
な
く
す

る
環
境
づ
く
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

一
見
健
康
な
か
た
が
、
不
意
に
起
き
た
心
臓
発
作

で
亡
く
な
る
。
日
本
に
お
け
る
突
然
死
は
、
年
間
約
八

万
人
と
推
定
さ
れ
、
約
半
分
が
心
臓
病
に
よ
る
も
の
で
、

毎
日
百
人
以
上
の
か
た
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

心
臓
突
然
死
の
ほ
と
ん
ど
が
心
室
細
動
（
し
ん
し
つ
さ

い
ど
う
）（
※
）
と
い
う
不
整
脈
が
原
因
で
す
。 

心
室
細
動
を
起
こ
す
と
、
数
秒
で
意
識
を
失
い
、

呼
吸
が
停
止
し
ま
す
。
心
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
心
肺
蘇

生
法
だ
け
で
は
救
命
は
難
し
く
、
発
症
か
ら
一
分
経
過

す
る
ご
と
に
一
〇
％
ず
つ
救
命
率
が
低
下
す
る
と
言
わ

れ
、
一
刻
も
早
い
除
細
動
（
じ
ょ
さ
い
ど
う
）
が
最
も

大
切
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。 

    

除
細
動
と
は
、
強
い
電
気
的
刺
激
を
与
え
る
こ
と

に
よ
り
、
心
臓
が
規
則
正
し
い
リ
ズ
ム
を
取
り
戻
す
こ

と
を
言
い
ま
す
。
そ
の
電
気
的
刺
激
を
与
え
る
機
械
が

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
※
）
と
い
う
も
の
で
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が

心
室
細
動
か
ど
う
か
を
判
断
し
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
音

声
で
指
示
す
る
も
の
で
す
。 

こ
れ
ま
で
日
本
で
は
、
除
細
動
器
の
使
用
は
医
療

行
為
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
医
師
や
救
急
救
命
士
な
ど

の
資
格
を
持
っ
た
者
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近

で
は
一
般
市
民
の
か
た
も
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。 

救
命
の
鎖
は
、
早
い
通
報
、
早
い
心
肺
蘇
生
法
、

早
い
除
細
動
、
そ
し
て
救
急
隊
へ
引
継
ぎ
、
早
く
医
師

の
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
す
。 

「
あ
な
た
も
救
急
救
命
士
!
」
こ
の
心
臓
突
然
死

か
ら
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

心
臓
突
然
死
か
ら 

　
　
　
命
を
守
る
た
め
に 

※心室細動：心臓の筋肉がケイレンしたように不規則に細かく震えてポンプの機能が失われたような状態 

※ＡＥＤ：エーイーディー（自動体外式除細動器)
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受
章
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 
受
章
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 
受
章
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

　
こ
の
た
び
、
松
田
潔
さ
ん
（
丹
後
町
中
浜
）
が
瑞
宝
双
光
章
を
、
故
木

下
家
壽
多
さ
ん
が
叙
位
「
従
六
位
」
を
、
故
和
田
武
夫
さ
ん
（
大
宮
町
谷

内
）
が
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

　
元
丹
後
町
収
入
役
の
松
田
潔
さ
ん
（
丹
後
町
中
浜
）
が
瑞

宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
、
二
月
二
十
五
日
に
松
田
さ
ん
の
自

宅
で
、
中
村
彰
京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
長
か
ら
勲
章
と
勲

記
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。 

　
松
田
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
年
八
月
に
丹
後
町
に
奉
職
し
て

以
来
、
十
八
年
に
わ
た
り
豊
富
な
経
験
と
優
れ
た
見
識
を
も

っ
て
地
方
自
治
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

　
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
か
ら
八
年
間
、
丹
後
町
収
入
役
を

務
め
ら
れ
、
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
公
金
取
り
扱
い
の
安
全
性

と
住
民
の
利
便
性
を
考
慮
す
る
な
か
で
、
指
定
金
融
機
関
制

度
の
実
施
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
徹
底
し
た
現
金
、

財
産
の
記
録
管
理
を
行
い
、
悪
化
し
た
財
政
状
況
に
歯
止
め

を
か
け
、
健
全
財
政
へ
の
足
が
か
り
を
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
一
方
、
予
算
執
行
の
内
部
チ
ェ
ッ
ク
を
積
極
的
に
行
う
な

ど
職
員
に
対
し
て
公
金
を
扱
う
も
の
と
し
て
の
自
覚
を
促
さ

れ
る
な
ど
、
公
正
な
行
政
運
営
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
田
さ
ん
は
「
在
職
時
は
大
変
で
し
た
が
楽
し
い
こ
と
も

多
く
あ
り
ま
し
た
。
受
章
で
き
た
の
は
、
多
く
の
か
た
の
長

年
の
ご
指
導
の
お

か
げ
。
身
に
あ
ま

る
光
栄
で
す
」
と

感
謝
の
気
持
ち
を

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

松田　潔さん 

　
元
丹
後
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
会
長
の
故
木
下
家
壽
多

さ
ん
（
久
美
浜
町
旭
）
が
「
従
六
位
」
の
叙
位
を
受
章
さ
れ
、

二
月
二
十
五
日
に
木
下
さ
ん
の
自
宅
で
、
中
村
彰
京
都
府
丹

後
広
域
振
興
局
長
か
ら
遺
族
の
か
た
に
位
記
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。 

　
木
下
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
八
年
に
湊
村
（
久
美
浜
町
湊
地

区
）
で
、
体
に
障
害
が
あ
る
か
た
に
呼
び
か
け
て
湊
村
障
害

者
更
正
会
を
結
成
。
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
持
ち
孤
独
で
寂
し

い
障
害
者
の
自
宅
に
出
向
き
、
会
に
集
ま
る
よ
う
に
呼
び
か

け
る
な
ど
、
障
害
者
の
か
た
の
社
会
参
加
を
す
す
め
る
と
と

も
に
、
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所
づ
く
り
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
昭
和
三
十
九
年
か
ら
平
成
三
年
ま
で
、
二
十
六
年
の
永
き

に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
を
務
め
ら
れ
、
豊
か
な
経
験
と
正

し
い
判
断
力
で
、
積
極
的
に
人
権
擁
護
に
取
り
組
ま
れ
社
会

福
祉
の
向
上
、
と
り
わ
け

身
体
障
害
者
の
か
た
の
生

活
安
定
な
ど
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。 

　
木
下
さ
ん
は
、
平
成
五

年
春
に
「
勳
五
等
瑞
宝
章
」

を
受
け
ら
れ
て
お
り
、
今

回
の
叙
位
は
、
同
氏
の
こ

れ
ま
で
の
功
績
に
対
し
て

贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

　
前
大
宮
土
地
改
良
区
理
事
長
の
故
和
田
武
夫
さ
ん
（
大
宮

町
谷
内
）
が
「
旭
日
単
光
章
」
を
受
章
さ
れ
、
三
月
九
日
に

和
田
さ
ん
の
自
宅
で
、
中
村
彰
京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
長

か
ら
遺
族
の
か
た
に
勲
記
と
勲
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。 

　
和
田
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
九
年
十
月
か
ら
今
年
一
月
ま
で

の
永
き
に
わ
た
り
、
大
宮
土
地
改
良
区
理
事
長
と
し
て
大
宮

地
区
の
基
盤
整
備
と
農
業
振
興
に
主
導
的
な
役
割
を
果
た
さ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
間
、
同
地
区
の
府
営
ほ
場
整
備
事
業
に
取
り
組
み
、

農
業
生
産
基
盤
で
あ
る
耕
地
の
区
画
整
理
、
道
路
、
用
排
水

路
と
換
地
に
よ
る
農
地
の
集
積
化
を
図
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

農
地
の
汎
用
化
と
機
械
化
体
系
の
確
立
に
よ
り
営
農
の
合
理

化
、
生
産
性
の
向
上
や
農
業
経
営
の
安
定
化
に
指
導
力
を
発

揮
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
ほ
か
、
昭
和
二
十

六
年
四
月
か
ら
十
年
間
は

大
宮
町
議
会
議
員
を
、
昭

和
三
十
六
年
六
月
か
ら
十

一
年
余
り
大
宮
町
助
役
を

歴
任
さ
れ
、
地
方
自
治
の

進
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。 

遺族のかたに位記を伝達 

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章 

松
田
潔
さ
ん
（
丹
後
町
中
浜
）

松
田
潔
さ
ん
（
丹
後
町
中
浜
） 

瑞
宝
双
光
章 

松
田
潔
さ
ん
（
丹
後
町
中
浜
） 

叙
位
「
従
六
位
」

叙
位
「
従
六
位
」 

故
木
下
家
壽
多
さ
ん
（
久
美
浜
町
旭
）

木
下
家
壽
多
さ
ん
（
久
美
浜
町
旭
） 

旭
日
単
光
章

旭
日
単
光
章 

故
和
田
武
夫
さ
ん
（
大
宮
町
谷
内
）

和
田
武
夫
さ
ん
（
大
宮
町
谷
内
） 

旭
日
単
光
章 

故
和
田
武
夫
さ
ん
（
大
宮
町
谷
内
） 

叙
位
「
従
六
位
」 

故
木
下
家
壽
多
さ
ん
（
久
美
浜
町
旭
） 

遺族のかたに勲記を伝達 
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売
れ
る
米
づ
く
り
な
ど
を
目
指

す
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
市
水
田
農

業
推
進
協
議
会
（
野
村
重
嘉
会
長
）

が
主
催
す
る
研
修
会
が
三
月
九
日
、

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
（
大
宮
町

口
大
野
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
研
修
会
は
、
米
づ
く
り

だ
け
で
は
な
く
、
米
の
置
か
れ
て

い
る
状
況
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
な
ど

を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
で
、
今

後
の
水
田
農
業
の
振
興
、
米
政
策

の
円
滑
な
実
施
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
京
都
市
の
米
卸
売
業
「
株
式
会

社
京
山
」
の
常
務
取
締
役
を
務
め

る
林
正
和
さ
ん
が
「
京
都
産
米
の

実
需
動
向
と
産
地
へ
の
期
待
」
と

題
し
て
講
演
。
同
協
議
会
会
員
や

農
業
関
係
者
な
ど
約
五
十
人
が
メ

モ
を
と
り
な
が
ら
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。 

　
講
演
で
は
、
「
京
都
産
米
は
特

徴
も
な
く
知
名
度
も
低
い
。
コ
シ

ヒ
カ
リ
は
新
潟
、
北
陸
が
産
地
と

し
て
知
名
度
が
あ
る
」
と
現
状
を

説
明
。
そ
の
う
え
で
「
有
名
産
地

に
対
抗
で
き
る
の
は
丹
後
の
米
」

と
丹
後
米
が
全
国
に
通
用
す
る
こ

と
を
強
調
。
「
京
都
産
米
を
リ
ー

ド
し
て
い
る
の
は
丹
後
の
米
。
品

質
が
特
Ａ
に
な
っ
た
こ
と
で
府
内

全
体
の
底
上
げ
に
な
っ
て
い
る
。 

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
良
質
の

米
を
生
産
し
て
ほ
し
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。 

　
市
や
同
協
議
会
で
は
、
昨
年
四

月
か
ら
始
ま
っ
た
米
政
策
改
革
を

受
け
て
、
地
域
水
田
農
業
の
将
来

目
標
を
明
ら
か
に
し
た
「
地
域
水

田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
。
実

現
に
向
け
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
七
年
度

か
ら
、「
特
色
あ
る
特
別
栽
培
米
枠

の
新
設
」
な
ど
、
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
、
売
れ
る
米
づ
く
り
の

本
格
的
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。 

「丹後の米は全国に通用する」
と語る林さん 

全国に通用する丹後の米 

売れる米づくりめざす 売れる米づくりめざす 売れる米づくりめざす 
市水田農業推進協議会が研修会 

 

　 　
丹
後
地
域
文
化
オ
ー
プ
ン
カ
レ

ッ
ジ
推
進
会
議
が
主
催
す
る
「
丹

後
地
域
文
化
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

活
動
報
告
会
」
が
、
二
月
二
十
六

日
、
久
美
浜
町
商
工
会
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
地
元
や
大
学
関
係

者
な
ど
約
六
十
人
が
参
加
。
五
つ

の
大
学
の
学
生
が
、
丹
後
地
域
で

行
っ
た
地
元
の
ま
ち
づ
く
り
や
地

域
活
性
化
策
な
ど
の
研
究
調
査
活

動
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

　
活
動
報
告
で
は
、
京
都
造
形
芸

術
大
学
空
間
演
出
デ
ザ
イ
ン
学
科

が
、
「
丹
後
地
域
の
芸
術
資
源
の

発
掘
と
開
発
お
よ
び
事
業
化
試
案

〜
た
こ
つ
ぼ
コ
ン
ク
ー
ル
、
海
中

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
企
画
と
試
行
」
と

題
し
た
海
中
で
芸
術
作
品
の
展
示

を
提
案
。
た
こ
が
好
む
「
た

こ
つ
ぼ
」
と
は
ど
の
よ
う
な

デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
か
な
ど
を

発
表
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
立
命
館
大
学
政
策

科
学
部
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
再
生
に
よ
る
商
店
街
の

活
性
化
を
理
念
に
、
「
住
民

主
導
の
地
域
活
性
化
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
と
題
し
報
告
。

久
美
浜
一
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
活
動
を
モ
デ
ル
に
、

空
き
店
鋪
を
活
用
し
た
、
商

店
街
機
能
の
回
復
事
業
に
つ
い
て

発
表
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
ほ
か
、
龍
谷
大
学
経
済
学

部
が
、
行
政
へ
の
住
民
参
加
に
つ

い
て
、
市
職
員
を
対
象
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

   

　
こ
の
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
は
、

京
都
の
誇
る
地
域
資
源
で
あ
る
「
大

学
」
と
、「
丹
後
」
地
域
が
協
同
し

て
地
域
づ
く
り
や
地
域
文
化
づ
く

り
に
取
り
組
も
う
と
い
う
構
想
の

も
と
、
平
成
七
年
度
か
ら
毎
年
行

わ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
約
百
大
学
、

二
千
二
百
人
の
学
生
が
参
加
。
夏

休
み
を
中
心
に
、
文
系
・
理
系
・

美
術
系
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
分

野
の
学
生
が
、
丹
後
で
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
将
来
的
に
は
、
社
会
人
の
参
加

や
、
生
涯
学
習
へ
の
広
が
り
も
視

野
に
入
れ
、
大
学
の
正
規
の
授
業

と
し
て
単
位
認
定
で
き
る
仕
組
み

が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ビデオプロジェクターを使い活動報告をする学生 

大
学
と
協
同
の
地
域
づ
く
り

大
学
と
協
同
の
地
域
づ
く
り 

大
学
と
協
同
の
地
域
づ
く
り

大
学
と
協
同
の
地
域
づ
く
り 

大
学
と
協
同
の
地
域
づ
く
り 

丹
後
地
域
文
化
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
活
動
報
告
会 

学
生
が
活
性
化
策
を
報
告 

こ
れ
ま
で
に
百
大
学 

二
千
二
百
人
の
学
生
が
参
加 
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市
は
情
報
を
公
開
し 

住
民
の
納
得
を
得
よ 

　
新
し
い
地
方
自
治
は
、
過
去
の
手
法
が
通

じ
な
い
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
。 

　
財
政
が
破
た
ん
的
に
厳
し
く
、
回
復
の
見

込
み
も
な
い
。 

　
「
く
ら
し
と
質
」
に
厳
し
い
目
を
向
け
る

市
民
が
増
え
て
い
る
。 

　
身
近
な
行
政
を
担
う
市
は
、
住
民
に
情
報

を
公
開
し
施
策
を
説
明
し
納
得
を
得
る
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
か
。
行
政
と
住
民
が
と
も

に
公
益
を
担
う
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
て
初
め
て
自
治
は
そ
の
名
に
値
す
る
。 

【
無
記
名
】 

既
存
の
取
り
組
み
の
ほ
か 

積
極
的
な
情
報
公
開
を
行
い
ま
す 

　
情
報
公
開
を
行
い
施
策
を
す
す
め
る
こ
と

は
、
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。 

　
市
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
や

審
議
会
な
ど
の
公
開
に
よ
り
施
策
の
立
案
段

階
か
ら
事
業
内
容
の
情
報
を
市
民
の
み
な
さ

ん
と
共
有
し
、
市
政
運
営
の
透
明
性
の
確
保
、

説
明
責
任
の
向
上
を
果
た
す
べ
く
努
力
し
て

い
ま
す
。 

　
今
後
も
、
既
存
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
で

き
る
限
り
多
く
の
機
会
を
と
ら
え
わ
か
り
や

す
い
情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
行
政

へ
の
積
極
的
な
参
画
を
求
め
、
行
政
が
市
民

の
み
な
さ
ん
と
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
市
民
の
み
な
さ
ん
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
は

欠
か
せ
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
み
な
さ

ん
と
と
も
に
、
喜
び
が
響
き
あ
う
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

【
行
財
政
改
革
推
進
室
】 

網
野
Ｃ
Ｃ
Ｚ
の
排
水
路
は 

設
置
位
置
が
悪
く
す
ぐ
砂
が
た
ま
る 

　
網
野
Ｃ
Ｃ
Ｚ
で
は
、
排
水
路
を
海
側
に
つ

く
っ
て
あ
る
が
、
冬
に
は
砂
が
た
ま
っ
て
し

ま
い
役
に
立
た
な
く
な
る
。
常
に
砂
を
と
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
経
費
が
か
か
り
過

ぎ
る
。
地
元
の
関
係
者
が
も
う
少
し
考
え
た

方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。 

【
市
内
・
Ｋ
さ
ん
】 

観
光
面
へ
の
配
慮
な
ど
か
ら 

現
在
の
位
置
に
設
置
し
ま
し
た 

　
施
設
管
理
、
植
え
込
み
へ
の
配
慮
な
ど
か

ら
道
路
側
に
排
水
路
を
設
置
す
る
計
画
と
し

て
い
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
地
元
な
ど
か
ら
観
光
面
へ
の
配

慮
の
要
望
が
あ
り
、
ま
た
、
工
事
費
も
安
価

に
な
る
こ
と
か
ら
海
側
に
設
置
し
ま
し
た
。 

　
防
砂
壁
に
つ
い
て
は
、
他
自
治
体
の
も
の

を
参
考
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
高
さ
に
つ
い

て
は
、
最
小
限
の
飛
砂
防
止
を
考
慮
し
景
観

や
経
費
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
た
も
の
で

す
。 

【
都
市
計
画
・
建
築
住
宅
課
】 

峰
山
駅
を
京
丹
後
駅
に 

改
名
し
て
は
ど
う
で
す
か 

　
全
国
的
に
見
て
も
、
市
の
名
称
の
駅
が
大

抵
存
在
し
、
そ
の
ま
ち
の
主
要
駅
に
な
っ
て

い
ま
す
。
峰
山
駅
を
京
丹
後
駅
と
改
名
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
。 

　
京
丹
後
駅
の
誕
生
で
全
国
に
名
前
が
ア
ピ

ー
ル
で
き
、
京
丹
後
市
の
名
前
が
徐
々
に
浸

透
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

【
市
内
・
男
性
】 

有
意
義
な
こ
と
と
考
え 

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
検
討
し
ま
す 

　
駅
名
を
変
更
す
る
場
合
は
、
地
域
住
民
の

総
意
と
し
て
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
）

に
要
望
す
る
こ
と
と
な
り
、
議
会
の
承
認
も

必
要
で
す
。 

　
要
望
を
受
け
た
Ｋ
Ｔ
Ｒ
で
は
、
関
係
機
関

と
調
整
の
う
え
作
業
が
行
わ
れ
、
ダ
イ
ヤ
改

正
時
期
に
合
わ
せ
駅
名
が
変
更
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。 

　
駅
名
や
駅
表
示
を
通
じ
て
京
丹
後
市
を
発

信
し
て
い
く
こ
と
は
有
意
義
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
駅
名
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
独
自
性
に
も
関
わ
る
こ
と
で
あ

る
の
で
、
関
係
者
や
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
な
ど
で
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 【

市
民
課
】  

Ｑ Ａ 

Ｑ Ａ 

Ｑ Ａ 
あ
な
た
の
声
を
市
政
に 

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な

ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

現在整備中の排水路と防砂壁（網野浅茂川海岸） 

市役所所在地の駅であるＫＴＲ峰山駅。名称変更につい

ては、さまざまな角度から検討 
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ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
は
、
は
ず

し
て
出
さ
な
く
て
も
よ
い
の
で
す
か 

　
資
源
ご
み
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
は
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
」
と
し
て
分
別
す
る
の
に
、
同

じ
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
で
あ
る
ラ
ベ
ル
は
、

な
ぜ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
一
緒
に
出
す
の
で
し

ょ
う
。
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
わ
け
れ
ば
資
源
で

す
。 

【
無
記
名
】 

分
別
が
容
易
に
行
え
る
た
め 

特
に
は
ず
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

　
ラ
ベ
ル
に
は
、
必
ず
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
再

生
表
示
が
し
て
あ
り
、
ラ
ベ
ル
が
あ
る
方
が

資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
の
分
別
を
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
た
め
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ

ル
は
、
特
に
は
ず
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
は
ず
さ
れ
な
か
っ
た
ラ
ベ
ル
は
、
再
生
業

者
で
も
処
理
行
程
の
中
で
取
り
除
く
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
に
つ
い

て
次
の
よ
う
な
基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

○
回
収
対
象
は
清
涼
飲
料
・
し
ょ
う
ゆ
・
酒

類
の
み 

○
キ
ャ
ッ
プ
は
は
ず
す
（
キ
ャ
ッ
プ
は
そ
の

他
プ
ラ
で
す
） 

○
ラ
ベ
ル
の
取
り
外
し
は
不
要 

○
す
す
い
で
か
ら
出
す
（
飲
み
残
し
な
ど
な

い
状
態
に
し
て
く
だ
さ
い
） 

　
現
在
で
も
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
回
収

さ
れ
た
も
の
の
な
か
に
は
分
別
方
法
が
守
ら

れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
層
の
分

別
収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

【
環
境
推
進
課
】 

き
ょ
う
た
ん
ご
お
し
ら
せ
版
を 

発
行
日
に
届
く
よ
う
に
し
て
ほ
し
い 

　
「
き
ょ
う
た
ん
ご
お
し
ら
せ
版
」
を
発
行

日
に
は
届
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
遅
れ

て
届
き
ま
す
か
ら
。
遅
い
情
報
で
は
意
味
が

あ
り
ま
せ
ん
。 

【
無
記
名
】 

区
長
さ
ん
宅
へ
お
届
け
す
る
日
を

発
行
日
と
し
て
い
ま
す 

　
「
き
ょ
う
た
ん
ご
お
し
ら
せ
版
」
は
、
毎

月
十
日
、
二
十
五
日
の
午
後
に
区
長
さ
ん
宅

に
お
届
け
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、
市
民
局
か
ら
区
長
さ
ん
宅
へ
お

届
け
す
る
日
を
発
行
日
と
し
て
い
ま
す
。 

　
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
各
家
庭
に
届
く
ま

で
の
期
間
を
五
日
程
度
と
考
え
、
基
本
的
に

は
、
十
日
発
行
分
に
は
そ
の
月
の
後
半
の
情

報
を
、
二
十
五
日
発
行
分
に
は
翌
月
の
前
半

の
情
報
を
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、
新
鮮
な
情
報
を
市
民
の
み
な
さ

ん
に
速
や
か
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
区
長

さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
一
層
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
秘
書
広
報
課
】 

ご
意
見
箱
に
意
見
を
言
っ
て
も 

な
か
な
か
回
答
が
も
ら
え
ま
せ
ん 

　
ご
意
見
箱
に
意
見
を
言
っ
て
も
な
か
な
か

答
え
が
も
ら
え
な
い
。
で
き
れ
ば
市
の
広
報

で
市
民
の
声
に
対
す
る
答
え
、
ま
た
、
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
し
て
さ
ら
に
開
か
れ
た
市
政
を

目
指
さ
れ
る
こ
と
を
大
い
に
願
望
し
ま
す
。 

【
無
記
名
】 

２
週
間
以
内
に 

お
答
え
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す 

　
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
お
聞

き
す
る
た
め
ご
意
見
箱
を
設
置
し
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
は
二
週
間
以
内
で
お

答
え
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
お
名
前
や
連
絡
先
の
ご
記
入
の
な
い
も
の

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
で
お
答
え

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
広
報
紙

で
は
紙
面
が
限
ら
れ
て
お
り
、
ご
意
見
や
、

お
答
え
を
割
愛
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
は
す
べ

て
お
答
え
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
今
後
も
、
積
極
的

な
ご
意
見
や
ご
提
案
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
秘
書
広
報
課
】 

 

投
稿
さ
れ
る
か
た
へ
の
お
願
い 

　
市
で
は
、
昨
年
八
月
か
ら
「
ご
意
見
箱
」

を
設
置
し
、
現
在
ま
で
に
約
百
八
十
件
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
お
名
前
や
連
絡
先
を
ご
記
入
い
た
だ
い
て

い
る
か
た
に
つ
い
て
は
、
直
接
お
答
え
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
一
方
、
お
名
前
を

記
入
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
答
え
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
広
報
紙
で
は
、
で
き
る
だ
け

多
く
掲
載
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
ご
意
見

や
お
答
え
を
割
愛
し
て
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
意
見
な
ど
の
内
容
に
よ
っ
て
は

非
公
開
と
す
る
場
合
も
あ
り
、
結
果
的
に
お

答
え
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
意
見
を
投
稿
さ
れ
る
と
き
は
、
お
名

前
や
連
絡
先
の
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
プ
ラ
ズ
マ
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
で
は
、
ご
意
見
や
お
答
え
の
全

文
を
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
ご
意
見
箱
は
、
市
役
所
各
庁
舎
と
弥
栄
病

院
、
久
美
浜
病
院
の
八
か
所
に
設
置
し
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
専
用

の
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
手
紙

や
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
の
受
け
付
け
も
し
て

い
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
の
お
声
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。 

Ｑ Ａ 

Ｑ Ａ 

Ｑ Ａ 

この表示が分別の

ときの目印になり

ます 
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市立図書館　ご案内市立図書館　ご案内 市立図書館　ご案内 

『約束』 

　石田　衣良　著　（角川書店） 

　かけがえのない大切なものを失ったとき、

人はどのように立ち直ることができるのだ

ろう…。 

　通り魔事件で親友を失った少年、10歳

で脳腫瘍に侵された少年とその家族など、

大切なものを失った苦悩から立ち直ってい

く人々の姿を描いた短編集。 

　どれも優しい愛情に満ちた作品で、「生

きる」ことの尊さを考えさせられるととも

に、人はさまざまな人に守られ、愛されて

生きているんだと感じる１冊です。 

　　　　本書を所蔵している館 

　　　　　　峰山図書館・あみの図書館 

　　　　　　弥栄図書室・丹後図書室 

おすすめの本おすすめの本 おすすめの本 

４月の休館日 

11日（月）・18日（月） 

25日（月）・29日（金） 

開 館 時 間 

 10 ：00～18：00 

峰山・あみの図書館は 

水曜日のみ19：00まで 

※休館日は本紙発行日の 

４月8日以降を掲載しています。 

図書館利用Ｑ＆Ａ 
図書館には行ったことがありませんが、調べたいことがあり

ます。初めての利用でも探せますか？ 

図書館には、本を探すコンピュータがあり、タッチパネルや

インターネットで検索ができます。探して見つからない場合

でも、あきらめずにカウンターへお気軽にお問い合わせてく

ださい。図書館員がお手伝いさせていただきます。日々の生

活や仕事の中で、あるいは遊び・趣味の世界の中でさまざま

な疑問が生じ、知りたい欲求がでてきたら、図書館でゆっく

り調べてはいかがですか。ご利用をお待ちしています。 

借りた本を２週間で読みきれない場合、続けて借りることが

できますか？ 

１回（２週間）延期ができます。ただし、予約がなく、貸出

期限内の本に限ります。お気軽にお申し出ください。 

Ｑ 

Ａ 

Ｑ 

Ａ 

　住所・氏名・電話番号など、届出内容に

変更があれば、利用カードと変更内容が確

認できるもの（変更後の運転免許証や保険

証など）をご持参いただき、カウンターに

お申し出ください。 

 また、市外へ転出される場合（市内に通

勤・通学されるかたは除きます）は、図書

の貸し出しができなくなりますので、利用

カードをご返却ください。 

住所・氏名・電話番号が変わったら住所・氏名・電話番号が変わったら 
　　　　　　　　　　　　お届けを　　　　　　　　　　　　お届けを 
住所・氏名・電話番号が変わったら住所・氏名・電話番号が変わったら 
　　　　　　　　　　　　お届けを　　　　　　　　　　　　お届けを 
住所・氏名・電話番号が変わったら 
　　　　　　　　　　　　お届けを 

◆日時　４月23日（土）　 

　　　　14：00～15：00 

◆場所　峰山地域公民館（峰山町杉谷） 

◆内容　大型絵本・大型紙芝居・エ

プロンシアターなど 

◆対象　幼児・小学生から大人のか

たまで 

　弥栄図書室では、今年度から毎月

第４水曜日の10：30から10：45まで、

乳幼児を対象に「おはなし会」を開

いています。 

　今月は27日に開催しますので、ふ

るってご参加ください。 

館内の利用風景 

　図書館を利用する場合、大人であれば遠くても図書館まで車

などで行くことができますが、子どもはそうはいきません。ま

た、たとえ近くに図書館があってもなかなか一人では行くこと

ができません。 

　しかし、学校の図書

室や教室などの身近な

ところに、本がたくさ

んあれば、子どもたち

は喜んで読むでしょう。

　図書館では、そのよ

うな支援として「団体

貸出」を行っています。 

　希望される団体は、

図書館にご相談ください。 

【峰山図書館】 

「おはなし会」のご案内 
【弥栄図書室】 

「子ども読書の日」記念おはなし会 
～4月23日は「子ども読書の日」～ 

【峰山図書館】 

「おはなし会」のご案内 
【弥栄図書室】 

「子ども読書の日」記念おはなし会 
～4月23日は「子ども読書の日」～ 

子どもたちの身近に本を 
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〜
網
野
町
　

〜
網
野
町
　 

　
　
網
野
銚
子
山
古
墳
（
あ
み
の
ち
ょ
う
し
や
ま
こ
ふ
ん
）
〜

　
　
網
野
銚
子
山
古
墳
（
あ
み
の
ち
ょ
う
し
や
ま
こ
ふ
ん
）
〜 

〜
網
野
町
　 

　
　
網
野
銚
子
山
古
墳
（
あ
み
の
ち
ょ
う
し
や
ま
こ
ふ
ん
）
〜 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十 

  

網
野
町
網
野
に
あ
る
銚
子
山
（
ち
ょ

う
し
や
ま
）
古
墳
は
、
福
田
川
河
口
東

岸
の
丘
陵
上
に
つ
く
ら
れ
た
前
方
後
円

墳
（
鍵
形
の
マ
ウ
ン
ド
を
も
っ
た
お
墓
）

で
す
。
同
じ
丘
陵
上
に
は
、
小
銚
子
（
こ

ち
ょ
う
し
）
古
墳
お
よ
び
寛
平
法
皇
陵

（
か
ん
ぴ
ょ
う
ほ
う
お
う
り
ょ
う
）
古

墳
と
い
う
円
墳
（
円
錐
形
の
マ
ウ
ン
ド

を
も
っ
た
お
墓
）
が
並
ん
で
つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

銚
子
山
古
墳
は
、
墳
丘
全
長
一
九
八

メ
ー
ト
ル

、
後
円
部
（
円
形
マ
ウ
ン
ド
側
）
の

直
径
一
一
五
メ
ー
ト
ル

・
高
さ
一
六
メ
ー
ト
ル

、
前
方

部
（
方
形
マ
ウ
ン
ド
側
）
の
幅
八
〇
メ
ー
ト
ル

・
高
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル

の
大
き
さ
が
あ
り
ま
す
。

（
本
紙
一
月
号
に
ご
紹
介
し
ま
し
た
神

明
山
（
し
ん
め
い
や
ま
）
古
墳
と
と
も

に
日
本
海
側
で
は
最
大
級
の
前
方
後
円

墳
で
す
） 

 

こ
の
古
墳
は
、
こ
れ
ま
で
に
埋
葬
施

設
の
発
掘
調
査
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
大
正
八
年
の
『
京
都
府
史
蹟

勝
地
調
査
会
報
告
』
第
一
冊
に
す
で
に

現
地
報
告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

古
墳
の
範
囲
や
構
造
を
確
認
す
る
た
め

の
調
査
は
、
昭
和
六
十
年
・
六
十
一
年

に
旧
網
野
町
教
育
委
員
会
が
行
っ
て
い

ま
す
。 

 

こ
の
調
査
に
よ
っ
て
マ
ウ
ン
ド
の
周

囲
に
は
、
溝
を
掘
っ
た
堀
を
巡
ら
せ
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
マ
ウ
ン
ド
の

斜
面
に
は
、
海
岸
か
ら
持
っ
て
き
た
石

が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。（
こ
れ
を
葺
石
と
い
い
ま
す
） 

　
ま
た
、
斜
面
の
途
中
に
は
、
二
か
所

の
テ
ラ
ス
が
巡
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
テ

ラ
ス
と
マ
ウ
ン
ド
の
裾
部
分
に
は
、
円

筒
埴
輪
（
筒
の
よ
う
な
焼
き
物
）
が
巡

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
円
筒
埴
輪
は
、

「
丹
後
型
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
丹

後
独
自
の
地
域
性
を
も
っ
た
も
の
で
す
。

（
大
正
八
年
の
報
告
で
は
、
マ
ウ
ン
ド

の
一
番
上
の
段
に
も
埴
輪
が
巡
っ
て
い

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
） 

 

な
お
、
こ
の
丹
後
型
埴
輪
は
、
銚
子

山
古
墳
に
も
使
用
さ
れ
、
す
ぐ
近
接
す

る
大
将
軍
遺
跡
（
だ
い
じ
ょ
う
ご
い
せ

き
）
の
発
掘
調
査
で
も
、
同
じ
丹
後
型

埴
輪
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

使
わ
れ
な
か
っ
た
埴
輪
が
捨
て
ら
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

銚
子
山
古
墳
が
つ
く
ら
れ
た
丘
陵
の

ふ
も
と
は
、
現
在
は
網
野
の
市
街
地
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
古
墳
が
築
か
れ
た

こ
ろ
は
、
海
が
入
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

そ
の
痕
跡
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、
昭
和

四
十
年
ご
ろ
ま
で
残
っ
て
い
た
「
浅
茂

川
湖
」
で
す
。
明
治
三
十
二
年
の
地
図

を
み
る
と
、
現
在
の
網
野
町
網
野
や
浅

茂
川
の
集
落
は
、
福
田
川
が
日
本
海
に

注
ぐ
位
置
ま
で
、
浅
茂
川
湖
の
北
側
に

の
び
る
砂
洲
の
上
に
乗
っ
て
い
る
様
子

が
読
み
取
れ
ま
す
。
そ
の
砂
洲
の
南
側

に
は
、
浅
茂
川
湖
と
水
田
が
広
が
り
、

福
田
川
河
口
付
近
を
出
入
り
口
と
し
て
、

内
海
が
入
っ
て
い
た
様
子
が
想
像
で
き

ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
姿
は
、
神
明
山
古
墳
の

ふ
も
と
の
「
竹
野
潟
」
と
よ
く
似
て
い

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
銚
子
山
古
墳
の
ふ

も
と
に
は
、
「
浅
茂
潟
」
と
も
呼
ぶ
こ

と
が
で
き
る
内
海
が
広
が
り
、
天
然
の

港
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
銚
子

山
古
墳
は
、
こ
の
港
を
一
望
で
き
る
場

所
に
立
地
し
て
お
り
、
港
を
支
配
し
交

易
を
行
っ
て
い
た
有
力
者
の
姿
が
目
に

浮
か
び
ま
す
。 

 

銚
子
山
古
墳
は
、
埋
葬
施
設
の
発
掘

調
査
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
日
本
海

側
最
大
の
前
方
後
円
墳
と
い
う
こ
と
が

評
価
さ
れ
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二

年
）
三
月
八
日
に
国
の
史
跡
指
定
を
受

け
て
い
ま
す
。
こ
の
時
に
、
小
銚
子
山

古
墳
・
寛
平
法
皇
陵
古
墳
も
「
銚
子
山

古
墳
第
一
、
二
古
墳
」
と
い
う
形
で
あ

わ
せ
て
史
跡
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。 

 

　
丹
後
地
方
に
わ
ず
か
に
残
る
「
笹
葺
き
（
さ
さ
ぶ
き
）
民

家
」
を
通
じ
て
、
自
然
の
大
切
さ
や
里
山
の
保
全
・
活
性
化

を
考
え
る
「
五
十
河
発
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
笹
葺
き
民
家

保
全
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
す
す
め
』
」
が
、
三
月
六
日
に

小
町
公
園
・
小
町
の
舎
で
開
か
れ
、
地
域
住
民
な
ど
約
五
十

人
が
保
存
策
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

　
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営
利
活
動

法
人
）
・
地
球
デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
が
主
催
。
以
前
、
丹
後

地
方
に
多
か
っ
た
笹
葺
き
民
家
が
激
減
す
る
中
で
、
五
十
河

地
区
に
は
築
二
百
五
十
年
と
言
わ
れ
る
民
家
が
残
り
、
そ
の

文
化
的
価
値
を
広
く
理
解
し
て
も
ら
い
、
保
全
や
利
活
用
を

考
え
よ
う
と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
京
都
府
立
大
学
の
深
町
加
津
枝
助

教
授
が
「
守
る
べ
き
笹
葺
き
民
家
と
里
山
文
化
」
と
題
し
て

基
調
報
告
。
長
年
の
研
究
結
果
を
も
と
に
、
笹
葺
き
民
家
が

減
少
し
た
要
因
の
分
析
や
残
存
事
例
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
る

と
と
も
に
「
誇
る
こ
と
の
で
き
る
自
然
と
共
生
し
た
地
域
固

有
の
文
化
を
伝
承
す
る
に
は
、
多
く
の
か
た
が
か
か
わ
っ
て

い
く
こ
と
が
不
可
欠
」
と

受
け
継
い
で
い
く
こ
と
の

意
義
や
保
全
の
課
題
を
話

さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
筑
波
大
学
の
安

藤
邦
廣
教
授
が
文
化
財
と

し
て
の
価
値
を
説
明
さ
れ

る
な
ど
、
参
加
者
は
自
然

に
や
さ
し
い
里
山
づ
く
り

に
つ
い
て
思
い
を
語
り
合

い
ま
し
た
。 

貴
重
な
笹
葺
き
（
さ
さ
ぶ
き
）
民
家
を
活
か
す

貴
重
な
笹
葺
き
（
さ
さ
ぶ
き
）
民
家
を
活
か
す 

貴
重
な
笹
葺
き
（
さ
さ
ぶ
き
）
民
家
を
活
か
す 

保存策などについて熱心に意見を交わしました 

銚子山古墳 
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人口のうごき

男　　　31,693人

女　　　34,308人

計　　　66,001人

世帯数　21,978

　　　（３月１日現在）

３月には、「大宮児童合唱団」（3月13日）・「久美浜児童合唱団」（3月21日）

の定期演奏会も開かれ、さわやかな歌声が春の訪れを告げました。

美しいハーモニー美しいハーモニー
　　　　響きわたる　　　　響きわたる
美しいハーモニー
　　　　響きわたる

　
恒
例
の
「
峰
山
少
年
少
女
合
唱
団
」

（
井
上
知
行
団
長
・
四
十
九
人
）
の
「
第

二
十
六
回
定
期
演
奏
会
」
が
、
三
月

六
日
に
京
都
府
丹
後
文
化
会
館
（
峰

山
町
杉
谷
）
で
開
か
れ
、
清
ら
か
な

歌
声
が
会
場
を
包
み
込
み
ま
し
た
。

　
同
合
唱
団
は
、
昭
和
五
十
四
年
十

一
月
に
結
成
さ
れ
今
年
度
で
二
十
五

周
年
。
演
奏
会
で
は
、「
春
が
来
た
」

や
「
こ
い
の
ぼ
り
」
な
ど
全
十
八
曲

と
と
も
に
、
二
十
五
周
年
を
記
念
し
、

地
球
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
音
楽
劇

「
魔
界
と
ぼ
く
ら
の
愛
戦
争
」
が
初

め
て
披
露
さ
れ
、
保
護
者
や
同
級
生

な
ど
多
く
の
来
場
者
か
ら
温
か
い
拍

手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
舞
台
を
最
後
に
卒
団

す
る
六
年
生
十
九
人
に
よ
る
「
六
年

生
の
う
た
ご
え
」
と
題
し
た
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た

仲
間
や
指
導
者
の
か

た
な
ど
に
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
た
曲
「
あ

な
た
に
あ
り
が
と
う
」

が
歌
わ
れ
る
な
ど
、

美
し
い
「
心
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
」
が
響
き
わ

た
り
ま
し
た
。

　
丹
後
地
域
の
活
性
化
を
願
い
、
大
宮

町
河
辺
の
神
農
明
男
（
し
ん
の
う
あ
き

お
）
さ
ん
が
、
こ
の
ほ
ど
丹
後
の
名
所

や
名
産
な
ど
を
歌
詞
に
ふ
ん
だ
ん
に
盛

り
込
み
作
詞
作
曲
さ
れ
た
二
曲
を
収
録

し
た
Ｃ
Ｄ
を
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
神
農
さ
ん
は
、
約
二
十
年
前
か
ら
作

詞
活
動
を
行
わ
れ
、
今
回
発
売
さ
れ
た

Ｃ
Ｄ
に
は
二
年
前
か
ら
取
り
組
ま
れ
た

「
天
の
橋
立
夢
あ
か
り
」
と
「
丹
後
七

姫
音
頭
」
を
収
録
。
プ
ロ
の
歌
手
・
大

樹
映
美
（
お
お
き
え
み
）
さ
ん
が
歌
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
天
の
橋
立
夢
あ
か
り
」
は
、
天
の

橋
立
を
は
じ
め
、
経
ヶ
岬
や
丹
後
松
島
、

浦
島
神
社
を
舞
台
と
し
た
恋
い
模
様
を

描
写
。
ま
た
、「
丹
後
七
姫
音
頭
」
は
八

番
か
ら
な
り
、
間
人
ガ
ニ
や
カ
キ
な
ど

の
名
産
、
丹
後
の
名
所
と
と
も
に
、
丹

後
七
姫
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
神
農
さ
ん
は
、「
こ
の
歌
で
地
元
の
み

な
さ
ん
が

元
気
に
な

れ
ば
う
れ

し
い
」
と

話
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
大
樹
さ

ん
は
、
三

月
に
地
元
老
人
会
や
老
人
福
祉
施
設
な

ど
を
慰
問
。
三
月
六
日
に
は
、
河
辺
公

民
館
で
開
か
れ
た
「
河
辺
老
人
ク
ラ
ブ

『
千
歳
会
』」（
上
田
重
和
会
長
）
の
総
会

後
、「
歌
謡
シ
ョ
ー
」
が
開
か
れ
、
会
員

を
は
じ
め
地
元
の
み
な
さ
ん
約
百
人
に

初
め
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
あ
で
や
か

な
着
物
姿
で
登
場
し
た
大
樹
さ
ん
は
、

「
天
の
橋
立
夢
あ
か
り
」
を
は
じ
め
七
曲

を
熱
唱
。
明
る
い
テ
ン
ポ
で
親
し
み
や

す
い
「
丹
後
七
姫
音
頭
」
が
歌
わ
れ
る

と
、
会
員
の
み
な
さ
ん
も
歌
詞
を
見
な

が
ら
一
緒
に
口
ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
。

　
大
樹
さ
ん
は
、「
丹
後
は
、
と
て
も
美

し
く
、
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
。
ぜ
ひ
、

こ
の
歌
を
多
く
の
か
た
に
聴
い
て
い
た

だ
き
、
た
く
さ
ん
の
か
た
が
、
こ
の
丹

後
を
訪
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
く

思
い
ま
す
」

と
丹
後
を

第
二
の
故

郷
と
し
て
、

素
敵
な
笑

顔
で
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
大
宮
児
童
合
唱
団

　
久
美
浜
児
童
合
唱
団

　
峰
山
少
年
少
女
合
唱
団

丹
後
の
名
所
や
七
姫
を
歌
で
紹
介

丹
後
の
名
所
や
七
姫
を
歌
で
紹
介

丹
後
の
名
所
や
七
姫
を
歌
で
紹
介

神農　明男さん大樹　映美さん

▲▲▲


